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●第２９回JA北海道大会 ～パネルディスカッション～
「多様化する組合員ニーズに応える新たな協同組合の価値創造」 16
●JAグループ通信 19
●第１６回 青年部妹背牛支部 通常総会開催
新支部長に藤坂雅志さん（妹背牛北） 20

●青年部妹背牛支部 第３回スノフェス開催
妹背牛の若人が地元の冬を盛り上げる！ 20

●第１６回 女性部妹背牛支部
通常総会並びに「ふまねっと体験講習会」開催 21

●女性部妹背牛支部 リングプル寄贈 21
●女性部妹背牛支部 助け合い組織運動 21
●女性部妹背牛支部 フレッシュミズの集い 22
●妹背牛町水稲直播栽培技術講習会開催 22
●第１６回 青年部秩父別支部 通常総会開催
戸村哲也さん（北新）が新支部長就任 23

●女性部秩父別支部 しめ縄・リース講習会開催 23
●第１６回 女性部秩父別支部 通常総会並びに講演会開催 24
●女性部秩父別支部 タオルとリングプル寄贈 24
●女性部秩父別支部フレッシュミズ
ズンバ講習会開催 ラテンのリズムで陽気に踊ろう！ 24

●女性部秩父別支部フレッシュミズ 全体集会開催 25
●第２回 女性部秩父別支部エルダー 通常総会開催 25
●第１６回 青年部沼田支部 通常総会開催
鵜野翔太さん（沼田中部）新支部長に選ばれました 25

●第１６回 女性部沼田支部 通常総会開催
ミニプリザーブドフラワーアレンジの講習会も行いました 26

●女性部沼田支部 沼田町へぞうきん用タオル寄贈 27
●女性部沼田支部フレッシュミズ 通常総会開催 27
●コンプライアンス・ビジネス等研修会開催 27
●営業時間の変更のお知らせ 28
●JA配置薬から新商品のお知らせ 28
●JA2MP〔ジェイエイ・ジャンプ〕を使ってみよう 29
●JA共済 JAのがん共済 30
●JA共済 くるまのミカタ 31
●PHOTOだより 32

●佐藤忠美氏（妹背牛・妹背牛北）
第５７回農林水産祭 天皇杯受賞記念祝賀会開催 2

●絆 ～THE YOUTH FACE～ 3
●農事組合長会総会・平成３１年度第１回農事組合長会議開催
新会長に内山淳さん（秩父別）を選任 4

●次期役員改選に向け、役員選任推薦会議開催 4
●第１６回北いぶき青年部通常総会開催
新部長は戸村哲也さん（秩父別）
重点活動目標は『挑戦』に決定 5

●北いぶき女性部 講演会並びに第１１回通常総会開催
我部山真美さん（秩父別）が新部長に選任 6

●就任挨拶
北いぶき農業協同組合 青年部 部長 戸村哲也 6
北いぶき農業協同組合 女性部 部長 我部山真美 7

●農業倉庫蔵開き 農産物の豊作と農作業の安全を祈る 7
●北いぶき大豆生産組合
通常総会並びに設立１０周年記念祝賀会開催 8

●北いぶきブロッコリー生産組合
通常総会並びに創立３０周年記念式典・祝賀会開催 9

●北いぶきメロン生産組合 全体会議・通常総会開催 10
●北いぶきシシトウ生産組合 通常総会・反省会開催 10
●北いぶき南瓜・馬鈴薯生産組合 通常総会開催 10
●北いぶき蔬菜類生産組合 通常総会開催 11
●花き生産組合秩父別支部 講習会・通常総会開催 11
●花き生産組合妹背牛支部 通常総会・講習会開催 12
●花き生産組合沼田支部 通常総会開催 12
●北育ち元気村花き生産組合 基調講演・通常総会開催
目指すは販売額１６億円！ 13

●平成３０年度 JA空知青年部連合会 北ブロック総会開催
NOSAI講座も開かれました 13

●北いぶき青年部 スノーメッセージ制作 14
●日本ボーイスカウト北海道連盟から感謝状を頂きました 14
●理事会報告 15
●職員動態 16

北いぶき青年部スノーメッセージは今年も超大作！
新時代の幕開けにも変わらず農業を守っていくという確固たる思いが伝わります（関連記事１４ページ）



佐
藤
忠
美
氏

（
妹
背
牛
・
妹
背

牛
北
）
が
第
五
十

七
回
農
林
水
産
祭

「
農
産
・
蚕
糸
部

門
」
に
て
最
高
位

の
天
皇
杯
を
受
賞

し
た
こ
と
を
記
念

し
て
、
Ｊ
Ａ
北
い

ぶ
き
は
二
月
八

日
、
妹
背
牛
支
所

三
階
大
ホ
ー
ル
に

て
受
賞
記
念
祝
賀

会
を
開
催
。
関
係

者
ら
約
一
〇
〇
名

が
お
祝
い
に
か
け

つ
け
、
そ
の
偉
業

を
共
に
喜
び
合
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
職
員
先
導
の
も
と
、
出

席
者
の
盛
大
な
る
拍
手
に
迎
え

ら
れ
、
佐
藤
忠
美
氏
と
妻
・
聖

子
氏
が
や
や
緊
張
し
た
面
持
ち

で
入
場
。
Ｊ
Ａ
篠
田
組
合
長
の

主
催
者
挨
拶
後
、
田
中
妹
背
牛

町
長
、
佐
々
木
北
海
道
空
知
振

興
局
長
、
伊
藤
Ｊ
Ａ
北
海
道
中

央
会
岩
見
沢
支
所
長
か
ら
お
祝

い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

続
け
て
、
娘
の
朋
美
さ
ん
、

亜
紀
さ
ん
か
ら
お
祝
い
の
花
束

が
手
渡
さ
れ
る
と
、
愛
娘
か
ら

の
祝
福
に
ご
夫
妻
も
緊
張
が
ほ

ぐ
れ
た
様
子
で
、
顔
を
ほ
こ
ろ

ば
せ
て
笑
顔
で
花
束
を
受
け
取

る
と
、
出
席

し
た
関
係
者

に
対
し
「
天

皇
杯
受
賞
は

身
に
余
る
光
栄
。
支
え
て
く

れ
た
方
々
全
員
に
感
謝
し
、

こ
れ
か
ら
も
志
を
同
じ
く
す

る
仲
間
達
と
共
に
邁
進
し
て

い
き
た

い
」
と

の
謝
辞

を
伝
え

ら
れ
ま

し
た
。

�������	
��	
�
��������� ��������� !"

愛娘お２人から祝福の花束を受け取り笑顔の（写真右から）佐藤忠美氏と妻・聖子氏

謝辞を述べ「今後も仲間と共に邁進を」と語る佐藤忠美氏（写真左）祝宴では出席者と共に受賞の喜びを分かち合いました

「日本で最も権威ある賞。地域を牽引する存在として頑張って
頂きたい」と祝福するJA篠田組合長（写真左）

（上の写真）会場内に飾られた表彰状
（下の写真）神々しく輝く天皇杯
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��
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青
年
部
協
力

の
も
と
、
盟
友
の
方
々
を
紹
介

す
る
「
絆

〜
Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｙ
Ｏ

Ｕ
Ｔ
Ｈ

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
〜
」

第
二
回
目
と
な
る
今
回
は
、

昨
年
度
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青
年
部

副
部
長
（
兼
秩
父
別
支
部
長
）

を
務
め
、
ま
た
、
Ｊ
Ａ
空
知
青

年
部
連
合
会
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
代

表
理
事
も
務
め
ら
れ
ま
し
た
松

本
直
幸
さ
ん
（
秩
父
別
・
穂
栄
）

で
す
。

農
業
を
継
い
だ
こ
と
は

自
然
の
流
れ

市
街
地
か
ら
離
れ
た
所
に
住

ん
で
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
幼

い
頃
学
校
か
ら
帰
る
と
よ
く
農

作
業
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。

常
に
農
業
を
感
じ
ら
れ
る
環
境

で
あ
っ
た
た
め
、
継
い
だ
こ
と

は
自
然
の
流
れ
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。「
農
業
を
継
ぐ
」
と
い
う

こ
と
を
特
別
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
深
川
農
業
高
校

受
験
を
キ
ッ
カ
ケ
に
「
将
来
農
業
を
継
ぐ

ん
だ
！
」
と
決
意
し
ま
し
た
。

二
十
代
前
半
は
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
っ
た

り
収
穫
作
業
を
し
た
り
す
る
の
が
面
白
く

て
、「
機
械
作
業
は
楽
し
い
」
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
は
経
営
を
考
え
な
が
ら
将

来
を
見
据
え
た
営
農
の
難
し
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。

自
信
を
持
っ
て
農
産
物
を
届
け
た
い
！

将
来
の
営
農
と
し
て
、
北
い
ぶ
き
の
基

幹
作
物
で
あ
る
水
稲
を
中
心
に
、
営
農
を

展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

北
海
道
な
ら
で
は
の
土
地
利
用
型
農
業

で
「
安
心
・
安
全
」
な
農
産
物
を
生
産
し
、

自
分
自
身
が
自
信
を
持
っ
て
提
供
で
き
る

も
の
を
消
費
者
の
方
に
届
け
て
い
き
た
い

で
す
。

愛
す
る
地
元
を
元
気
に
！

一
次
産
業
の
街
に
住
む
も
の
と
し
て
、

当
然
、
農
業
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
は
不

可
欠
、
と
て
も
大
切
な
関
係
に
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
高
品
質
な
自
信
あ
る
農
産

物
を
作
る
こ
と
で
、
地
元
の
活
性
化
へ
と

つ
な
げ
て
い
き
た
い
し
、
ま
た
、
青
年
部

の
仲
間
と
共
に
地
域
行
事
に
積
極
的
に
参

加
し
、
た
く
さ
ん
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

で
す
。

先
輩
方
へ
の
感
謝
と
後
輩
達
へ
つ
な
ぐ
「
絆
」

私
が
青
年
部
に
入
部
し
た
当
初
と
比
べ
、

青
年
部
各
支
部
間
の
つ
な
が
り
が
強
く

な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
、
妹
背
牛
・
秩
父
別
・
沼
田
の
三

支
部
の
諸
先
輩
方
の
仲
間
づ
く
り
の
お
か

げ
で
す
。
そ
の
礎
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

現
在
一
つ
の
青
年
部
と
し
て
結
束
し
、
共

に
楽
し
く
活
動
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
昨
年
、
私
は
Ｊ
Ａ
空
知
青
年
部
連

合
会
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
理
事
と
し
て
、

よ
り
多
く
の
盟
友
と
出
会
い
、
協
力
し

合
っ
た
こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の
貴
重
な
経

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経

験
を
経
た
こ
と
で
培
わ
れ
た
「
絆
」
を
、

こ
れ
か
ら
更
に
強
い
も
の
に
し
て
、
未
来

の
青
年
部
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
！

松本 直幸さん
秩父別・穂栄農事組合

作付品目 水稲・麦・ソバ

～～TTHHEE YYOOUUTTHH FFAACCEE～～

同じ秩父別出身の戸村哲也さん（写真右、秩父別・北新）と撮影
地元を愛する仲間達と共にこの地域を盛り上げていきたい！

（右の写真）命と経営にかかわる機械整備。真剣な眼差しで点検中
（下の写真）時間を見つけては農産物の生長具合や状態をチェック
消費者の方により良い農産物を届けたい思いが伝わります
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一
月
十
七
日
、
秩
父
別
温
泉
ゆ
う
＆
ゆ

に
て
、
農
事
組
合
長
会
総
会
及
び
平
成
三

十
一
年
度
第
一
回
農
事
組
合
長
会
議
が
開

催
さ
れ
、
行
政
並
び
に
関
係
機
関
等
の

方
々
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
今
年
度
の
主
要
行
事
計
画

が
報
告
さ
れ
た
他
、
役
員
の
選
出
・
互
選

が
行
わ
れ
、
会
長
に
内
山
淳
さ
ん
（
秩
父

別
）、
副
会
長
に
菊
入
勝
さ
ん
（
妹
背
牛
）、

澤
田
修
一
さ
ん
（
沼
田
）
を
選
任
。
そ
の

後
の
第
一
回
農
事
組
合
長
会
議
で
は
、
平

成
三
十
一
年
産
米
「
生
産
の
目
安
」
設
定

や
、
平
成
三
十
一
年
度
水
稲
・
畑
作
面
積

調
査
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。平

成
三
十
一
年
度
の
農
事
組
合
長
や
各

地
区
農
事
組
合
の
組
合
長
は
別
表
の
通
り

で
す
。

平
成
三
十
一
年
四
月
開
催
の
通
常
総

代
会
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
役
員

改
選
に
向
け
、
役
員
選
任
推
薦
会
議
の

第
一
回
が
昨
年
十
月
二
十
二
日
、
第
二

回
・
第
三
回
が
二
月
二
十
六
日
、
本
所

三
階
中
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
は
、
各
地
区
か
ら
選
出
さ
れ

た
一
般
正
組
合
員
枠
五
名
の
他
、
青
年

部
・
女
性
部
の
組
織
代
表
枠
各
一
名
の

計
七
名
、
三
地
区
全
体
で
二
一
名
の
推

薦
委
員
で
構
成
さ
れ
、
第
一
回
会
議
で

の
互
選
の
結
果
、
委
員
長
に
河
村
五
十

六
氏
（
沼
田
）、
副
委
員
長
に
佐
藤
克
行

氏
（
妹
背
牛
）、
真
島
秀
樹
氏
（
秩
父

別
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
正
組
合
員

枠
と
し
て
、
各
地
区
理
事
四
名
、
監
事

一
名
と
な
っ
て
お
り
、
三
地
区
か
ら
学

識
経
験
役
を
除
く
一
五
名
の
役
員
候
補

者
を
選
任
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。第

一
回
会
議
以
降
は
、
地
区
ご
と
に

役
員
選
任
推
薦
会
議
を
開
催
し
、
前
出

の
河
村
氏
、
佐
藤
氏
、
真
島
氏
を
中
心

と
し
て
次
期
役
員
の
選
任
を
進
め
、
第

二
回
・
第
三
回
の
会
議
に
て
役
員
候
補

者
の
答
申
を
頂
き
ま
し
た
。

地 区

副会長

会 長

会 長

副会長

副会長

会 長

全 体

幹 事

副会長

会 長

幹 事

幹 事

副会長

氏 名

北畑 和男

菊入 勝

栗原 正博

合田 和広

内山 淳

永守 真司

佐崎 正敬

稲田 勝人

宮岸 広彦

澤田 修一

鈴木 雅也

農事名

妹 背 牛 南

妹背牛中央

妹 背 牛 北

日 の 出

穂 栄

北 新

稲 豊

沼 田 中 部

沼 田 西 部

沼田東部西

沼田東部東

地区名

妹背牛

秩父別

沼 田

農農事事組組合合長長会会総総会会・・
平平成成３３１１年年度度第第１１回回農農事事組組合合長長会会議議開開催催

新新会会長長にに内内山山淳淳ささんん（（秩秩父父別別））をを選選任任

平成３１年度 農事組合長会名簿

（敬称略）

次
期
役
員
改
選
に
向
け
、

役
員
選
任
推
薦
会
議
開
催

妹背牛地区

秩父別地区

沼田地区
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一
月
十
日
、
北
い
ぶ
き
青

年
部
（
岸
上
敏
之
部
長
）
は
、

妹
背
牛
支
所
三
階
大
ホ
ー
ル

に
て
第
十
六
回
通
常
総
会
を

開
催
し
、
盟
友
五
一
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
先
人
・
先
達

へ
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
青
年

部
綱
領
を
朗
唱
。
次
に
、
岸

上
部
長
の
挨
拶
を
経
て
、
永

年
青
年
部
活
動
に
尽
力
さ
れ

た
盟
友
に
対
し
感
謝
状
の
贈

呈
を
行
い
、
鵜
飼
辰
徳
さ
ん

（
妹
背
牛
）、
土
井
陽
平
さ
ん

（
秩
父
別
）、
中
澤
武
彦
さ
ん

（
沼
田
）
の
三
名
を
表
彰
し

ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
後
、
神
藤
武
志
さ
ん
（
妹

背
牛
）
を
議
長
に
選
出
。
上
程
さ
れ
た

五
議
案
全
て
が
無
事
承
認
さ
れ
、
議
事

が
終
了
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
重
点
活
動
目
標
は
『
挑

戦
』。
協
同
の
精
神
の
も
と
、
更

な
る
営
農
技
術
の
革
新
と
担
い

手
の
育
成
に
取
り
組
み
、
次
世

代
の
農
業
者
と
し
て
の
立
場
か

ら
常
に
新
し
い
青
年
部
活
動
を

探
求
し
実
践
す
る
と
い
う
こ
と

を
踏
ま
え
、
こ
の
目
標
が
掲
げ

ら
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
、
同
会
場
に

て
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
こ
の
一

年
の
労
を
互
い
に
労
い
な
が
ら
、

青
年
部
活
動
の
更
な
る
発
展
、

著
し
く
変
化
す
る
農
業
情
勢
等

に
つ
い
て
熱
く
語
り
合
い
、
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

な
お
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

次
の
方
々
が
新
役
員
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

部

長

戸
村

哲
也
（
秩
父
別
）

副
部
長

藤
坂

雅
志
（
妹
背
牛
）

〃

鵜
野

翔
太
（
沼

田
）

理

事

日
裏

健
二
（
妹
背
牛
）

〃

佐
藤

宏
樹
（
秩
父
別
）

〃

林

徳
彰
（
沼

田
）

代
表
監
事

松
本

直
幸
（
秩
父
別
）

監

事

岸
上

敏
之
（
妹
背
牛
）

〃

岡
田

和
久
（
沼

田
）

（
敬
称
略
）

新役員に選任された皆さん 戸村哲也新青年部長（写真左、秩父別・北新）が決意を込めて挨拶

議長を務めた神藤武志さん（妹背牛・妹背牛北）

第第１１６６回回 北北いいぶぶきき青青年年部部 通通常常総総会会開開催催
新新部部長長はは戸戸村村哲哲也也ささんん（（秩秩父父別別）） 重重点点活活動動目目標標はは『『挑挑戦戦』』にに決決定定

最後に「JA青年の歌」を全員で斉唱し通常総会を終えました

感謝状を受け取る中澤武彦さん（写真中央、沼田・沼田西部）
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就

任

挨

拶
北
い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合

青
年
部

部
長

戸

村

哲

也

二
月
七
日
、
北
い
ぶ
き
女
性
部
（
栗

原
明
美
部
長
）
は
、
本
所
三
階
大
ホ
ー

ル
に
て
講
演
会
並
び
に
第
十
一
回
通
常

総
会
を
開
催
し
、
部
員
一
一
四
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

総
会
前
に
は
、
深
川
地
区
消
防
組
合

沼
田
支
署
の
戸
松
大
輔
氏
が
「
ブ
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
等
の
災
害
対
策
」
と
い
う
演

題
で
講
演
。
昨
年
発
生
し
た
胆
振
東
部

地
震
や
東
日
本
大
震
災
等
の
経
験
と
教

訓
を
踏
ま
え
、
家
庭
で
で
き
る
備
え
や

災
害
時
の
安
全
確
保
な
ど
、
様
々
な
面

で
の
備
え
や
対
策
に
つ

い
て
教
え
て
頂
き
ま
し

た
。総

会
で
は
、
栗
原
部

長
の
挨
拶
に
は
じ
ま
り
、

議
長
に
板
垣
由
香
理
さ
ん
（
妹
背
牛
）

を
選
任
。
平
成
三
十
年
度
活
動
報
告
・

収
支
決
算
等
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
全

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

次
の
方
々
が
新
役
員
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

部

長

我
部
山
真
美
（
秩
父
別
）

副
部
長

栗
原

明
美
（
妹
背
牛
）

〃

岡
田

久
恵
（
沼

田
）

理

事

桃
野
ゆ
み
子
（
秩
父
別
）

〃

山
本

美
恵
（
妹
背
牛
）

〃

黒
田
こ
ず
え
（
沼

田
）

監

事

向
井

昌
代
（
秩
父
別
）

〃

初
田

和
美
（
妹
背
牛
）

〃

畑
地

瞳
（
沼

田
）

（
敬
称
略
）

第
十
六
回
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青
年
部
通

常
総
会
に
お
い
て
、
部
長
を
拝
命
致
し

ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
よ
り
我
々
青
年
部
活
動
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
改
め
ま
し
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
三
町

の
行
政
、
各
関
係
機
関
、
関
係
団
体
の

皆
様
、
そ
し
て
、
Ｊ
Ａ
職
員
の
皆
様
に

も
多
く
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
賜
り
、

重
ね
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
春
ま
で

は
気
候
に
も
恵
ま
れ
順
調
な
ス
タ
ー
ト

で
し
た
が
、
六
月
か
ら
低
温
、
日
照
不

足
等
の
影
響
が
大
き
く
、
米
、
麦
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
作
物
が

平
年
を
下
回
る
結
果
と
な
り
、
ま
た
、

九
月
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
で
は
長

い
間
停
電
に
襲
わ
れ
、
花
卉
野
菜
の
出

荷
等
に
も
多
大
な
影
響
が
及
ぼ
さ
れ
、

自
然
の
脅
威
と
農
業
の
厳
し
さ
を
身
を

も
っ
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
一
年
と
な
り

ま
し
た
。

農
政
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
日
・
Ｅ

Ｕ
間
で
の
経
済
連
携
協
定
が
先
日
発
効

さ
れ
、
世
界
貿
易
の
約
四
割
を
占
め
る

�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
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議長を務めた板垣由香理さん（写真前列中央、妹背牛・妹背牛南）と
平成３０年度役員を務めた皆さん
※藤岡明美副部長は都合により未撮影

災害時に必要な備えと対策を学びました

通常総会の様子
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就

任

挨

拶
北
い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合

女
性
部

部
長

我
部
山

真

美

巨
大
な
自
由
貿
易
圏
が
誕
生
し
ま
し
た
。

関
税
の
撤
廃
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
開
か
れ
た
市
場
と
な
り
、
今
ま
で
以

上
に
外
国
産
米
と
の
価
格
競
争
が
激
化

す
る
不
安
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

政
府
に
は
今
後
も
米
価
の
安
定
、
そ
し

て
、
情
報
の
開
示
を
強
く
念
押
し
し
て

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
に
な
い
大
幅
な
市
場
開
放

時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
、
我
々
次
世

代
を
担
う
青
年
部
は
、
価
格
だ
け
で
な

く
、
美
味
し
さ
、「
安
心
・
安
全
」
を
直

接
消
費
者
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
、
生

き
残
る
た
め
に
今
後
さ
ら
に
重
要
な
課

題
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
我
々
青
年
部
は
「
挑
戦
」

を
活
動
目
標
と
し
て
事
業
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
軽
視

す
る
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
、
も
っ
と

皆
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
様
な
、
よ
り

良
い
活
動
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
青
年
組
織

と
し
て
、
地
域
農
業
の
振
興
や
、
食
と

農
の
価
値
を
高
め
る
活
動
を
行
い
た
い

と
考
え
ま
す
。

今
後
と
も
我
々
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青
年

部
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
皆
様
の
御
理

解
、
御
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
、
就

任
の
挨
拶
と
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

一
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

日
頃
よ
り
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
女

性
部
活
動
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
第
十
一
回
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き

女
性
部
通
常
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
大

役
で
あ
る
部
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
責
務
の
重
さ
を
感

じ
不
安
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
だ
け
で

は
な
く
、
歴
代
部
長
の
方
々
も
同
じ
思

い
を
持
ち
な
が
ら
も
務
め
ら
れ
て
き
た

の
だ
と
切
り
替
え
、
新
役
員
の
方
々
に

助
け
て
頂
き
な
が
ら
一
年
間
果
た
し
て

参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

北
い
ぶ
き
女
性
部
も
合
併
し
て
十
一

年
が
経
ち
ま
し
た
。
研
修
や
講
習
会
な

ど
各
支
部
の
活
動
を
中
心
に
、
部
員
の

皆
様
と
楽
し
み
な
が
ら
絆
を
深
め
て
お

り
ま
す
が
、
三
支
部
が
共
に
抱
え
る
部

員
減
少
問
題
を
合
併
に
よ
り
、
ま
た
一

つ
の
大
き
な
女
性
部
へ
と
交
流
を
重
ね

て
、
次
世
代
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
よ
う

進
め
て
い
か
な
く
て
は
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

昨
年
は
地
震
大
雨
等
の
災
害
で
収
量

減
と
な
り
、
不
安
を
抱
き
な
が
ら
の
今

年
の
営
農
。
今
年
は
と
期
待
し
た
い
と

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
五
月
に
元
号

が
変
わ
り
、
秋
に
は
消
費
税
一
〇
％
と
、

様
々
な
社
会
変
動
に
左
右
さ
れ
る
の
で

は
と
心
配
な
今
、
安
定
し
た
経
営
を
願

う
ば
か
り
で
す
。

近
年
の
農
業
情
勢
も
目
ま
ぐ
る
し
く

変
化
し
続
け
て
お
り
、
い
つ
の
時
代
に

な
ろ
う
と
環
境
が
変
わ
ろ
う
と
も
、
時

代
の
流
れ
を
い
ち
早
く
察
し
、「
安
心
・

安
全
」
な
作
物
の
供
給
は
勿
論
、
女
性

農
業
者
の
目
線
か
ら
消
費
者
の
立
場
に

も
な
り
周
囲
に
目
を
向
け
発
信
し
、
地

域
の
方
々
と
の
情
報
交
換
を
行
い
互
い

に
助
け
合
い
な
が
ら
、
農
業
を
守
っ
て

い
け
る
よ
う
力
添
え
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ａ
を
は

じ
め
各
関
係
機
関
の
皆
様
方
に
は
、
女

性
部
の
活
動
に
ご
理
解
を
頂
い
て
い
ま

す
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
よ
り
充

実
し
た
北
い
ぶ
き
女
性
部
へ
と
努
力
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援

ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

一
月
十
一
日
、
沼
田
支
所
第
十
六
号

倉
庫
内
に
て
、
本
年
の
農
産
物
の
豊
作

と
農
作
業
の
安
全
を
祈
願
す
る
た
め
、

常
勤
役
員
・
関
係
職
員
出
席
す
る
中
、

農
業
倉
庫
蔵
開
き
神
事
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
年
一
年
が
天
候
に
恵
ま
れ
、
生
産

者
の
皆
様
が
大
過
無
く
実
り
多
き
豊
か

な
秋
を
迎
え
、
良
質
な
農
産
物
を
収
穫

で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
消
費
者
の
皆
様

に
対
し
「
安
心
・
安
全
」
で
美
味
し
い

農
産
物
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
出
席
者

一
同
神
前
に
手
を
合
わ
せ
、
本
年
の
農

産
物
の
豊
作
と
農
業
が
平
穏
無
事
に
終

わ
る
こ
と
を
祈
願
し
ま
し
た
。

農農
業業
倉倉
庫庫
蔵蔵
開開
きき

農農
産産
物物
のの
豊豊
作作
とと
農農
作作
業業
のの
安安
全全
をを
祈祈
るる本年の豊穣と「

安心・安全」を
祈願

7



北
い
ぶ
き
大
豆
生
産
組
合
（
宮
田
茂

樹
組
合
長
）
は
二
月
二
十
二
日
、
本
所

三
階
大
ホ
ー
ル
に
て
通
常
総
会
を
開
催

し
、
生
産
者
四
八
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

宮
田
組
合
長
の
挨
拶
と
来
賓
祝
辞
後
、

金
森
一
巳
さ
ん
（
秩
父
別
）
を
議
長
に

議
事
が
進
め
ら
れ
、
上
程
さ
れ
た
全
議

案
が
承
認
。
併
せ
て
、
二
月
に
実
施
し

た
ユ
ー
ザ
ー
訪
問
の
報
告
も
行
わ
れ
、

藤
村
健
一
さ
ん
（
沼
田
）
か
ら
消
費
者

の
生
の
声
を
聞
い
た
感
想
や
、
実
需
の

方
か
ら
感
じ
た
大
豆
へ
の
熱
い
思
い
が

出
席
者
へ
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
秩
父
別
温
泉
ゆ
う
＆
ゆ
に

会
場
を
移
し
、
設
立
十
周
年
記
念
祝
賀

会
を
生
産
者
並
び
に
関
係
者
が
多
数
出

席
す
る
中
、
盛
大
に
開
催
。
開
催
に
あ

た
り
宮
田
組
合
長
は
、
組
合
設
立
当
初

の
苦
労
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
生
産
者
は
じ
め
、
実
需

の
方
々
や
消
費
者
に
向
け
感
謝
の
言
葉

を
伝
え
ま
し
た
。

「
十
年
の
あ
ゆ
み
」
と
称
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
を
振
り
返
っ
た
後
は
、

歴
代
組
合
長
に
対
し
感
謝
状
の
贈
呈
が

行
わ
れ
、
初
代
組
合
長
で
あ
る
宮
岸
正

志
さ
ん
（
沼
田
）
に
よ
り
祝
杯
が
挙
げ

ら
れ
、
祝
宴
に
入
り
ま
し
た
。

祝
賀
会
で
は
、
生
産
者
や
関
係
者
の

方
々
が
談
笑
し
て
い
る
場
面
や
、
品

質
・
収
量
の
向
上
と
い
っ
た
課
題
に
つ

い
て
熱
心
に
話
し
合
う
生
産
者
の
姿
が

多
く
見
ら
れ
、
盛
会
の
内
に
終
了
し
ま

し
た
。

北
い
ぶ
き
大
豆
生
産
組
合

宴席の場を楽しみつつ㈱藤井の方々と今後の展開や課題などを
語り合いました

感謝状を受け取る宮岸正志
初代組合長（沼田・沼田西部）

通
常
総
会
並
び
に
設
立
十
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催２月のユーザー訪問にて、コープ滋賀もりやま店

で北いぶき産大豆を使った小粒納豆をPRする藤岡
渡さん（写真右、秩父別・稲豊）

感謝状を受け取る青木健治
二代組合長（沼田・沼田西部）

北いぶき産大豆の未来を語らう生産者の皆さん

感謝状を受け取る南裕之
三代組合長（沼田・沼田西部）

挨拶する宮田組合長（沼田・沼田西部）
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北
い
ぶ
き
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
組
合

（
山
森
聡
組
合
長
）
は
昨
年
十
二
月
十

四
日
、
秩
父
別
温
泉
ゆ
う
＆
ゆ
に
て
通

常
総
会
を
開
催
し
、
生
産
者
一
六
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

山
森
組
合
長
挨
拶
、
Ｊ
Ａ
篠
田
組
合

長
の
来
賓
祝
辞
後
、
議
事
に
入
り
、
上

程
さ
れ
た
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
、

総
会
が
終
了
。
総
会
終
了
後
は
、
普
及

セ
ン
タ
ー
の
�
橋
専
主
よ
り
、
平
成
三

十
年
度
の
気
象
経
過
を
基
に
し
た
生
理

障
害
や
病
害
虫
の
発
生
要
因
に
つ
い
て

詳
し
く
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
秩
父
別
町
交
流
会
館
に
会

場
を
移
し
、
創
立
三
十
周
年
記
念
式
典

及
び
祝
賀
会
が
生
産
者
並
び
に
関
係
者

が
多
数
出
席
す
る
中
、
盛
大
に
催
さ
れ

ま
し
た
。

山
森
組
合
長
は
式
典
に
際
し
、
三
十

年
に
亘
り
仲
間
と
共
に
培
っ
て
き
た
歴

史
と
こ
の
一
年
を
振
り
返
り
「
年
々
増

え
つ
つ
あ
る
異
常
気
象
、
露
地
野
菜
に

厳
し
い
状
況
を
想
定
し
な
が
ら
、
消
費

者
に
「
安
心
・
安
全
」
な
農
産
物
を
届

け
る
た
め
、
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
協

力
を
頂
き
、
日
本
一
高
い
品
質
の
ブ
ラ

ン
ド
産
地
と
し
て
更
な
る
努
力
と
経
営

の
安
定
を
担
っ
て
参
り
た
い
」
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
歴
代
組
合
長
に
対
し
感
謝

状
の
贈
呈
と
来
賓
の
方
々
か
ら
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
、
Ｊ
Ａ
篠
田
組
合
長
は
「
市

場
で
高
い
評
価
を
頂
い
て
お
り
『
北
い

ぶ
き
の
取
扱
量
を
ま
だ
ま
だ
増
や
し
た

い
』
と
い
っ
た
声
を
聞
い
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
で
は
生
産
の
維
持
・
拡
大
、
並
び

に
複
合
経
営
で
個
々
の
経
営
に
厚
み
を

持
た
せ
る
た
め
に
も
、
で
き
る
限
り
の

手
助
け
を
し
て
い
き
た
い
」
と
語
ら
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
の
祝
賀
会
で
は
、
三
十
年
を

支
え
合
い
、
苦
楽
を
共
に
し
て
き
た
仲

間
と
の
思
い
出
を
懐
か
し
み
な
が
ら
、

今
後
の
展
望
を
熱
く
語
り
合
い
、
大
き

な
盛
り
上
が
り
の
中
、
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

式典に際し式辞を述べる山森組合長（写真中央、秩父別・日の出）

北北いいぶぶききブブロロッッココリリーー生生産産組組合合
通通常常総総会会並並びびにに創創立立３３００周周年年記記念念式式典典・・祝祝賀賀会会開開催催

感謝状が贈られた北守智
四代組合長（秩父別・穂栄）

感謝状が贈られた吉川健一
五代組合長（沼田・沼田西部）

ブロッコリー生産３０年の思い出を語り合う生産者の皆さん

祝賀会には長年ブロッコリーの共選を支えるパート職員も多数出席
生産者の皆さんから日頃の感謝が伝えられていました

通常総会の様子 販売実績報告等が行われました
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通常総会・反省会の様子
栽培の疑問点などを出し合い情報を共有しました

北北 いい ぶぶ きき 南南 瓜瓜・・
馬馬 鈴鈴 薯薯 生生 産産 組組 合合
通通 常常 総総 会会 開開 催催

北
い
ぶ
き
メ
ロ
ン
生
産
組
合
（
松
永

徹
組
合
長
）
は
昨
年
十
二
月
十
日
、
妹

背
牛
温
泉
ペ
ペ
ル
に
て
全
体
会
議
並
び

に
通
常
総
会
を
開
催
し
、
生
産
者
一
三

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

全
体
会
議
で
は
、
は
じ
め
に
普
及
セ

ン
タ
ー
の
�
橋
専
主
か
ら
平
成
三
十
年

度
の
気
象
経
過
と
生
育
状
況
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
温
度
の
上
が
ら

な
い
年
の
メ
ロ
ン
栽
培
」「
ハ
ウ
ス
内
の

温
度
・
湿
度
の
管
理
」
等
に
つ
い
て
全

員
で
話
し
合
い
、
ま
た
、
毎
年
十
一
月

に
行
っ
て
い
る
埼
玉
県
川
島
町
の
農
業

商
工
祭
参
加
に
つ
い
て
、「
次
年
度
は
メ

ロ
ン
購
入
者
と
の
交
流
も
兼
ね
て
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
生
産
者
に
参
加
願
い

た
い
」
と
い
っ
た
提
案
が
な
さ
れ
ま
し

た
。通

常
総
会
は
、
松
永
組
合
長
の
挨
拶

に
は
じ
ま
り
、
来
賓
の
田
中
妹
背
牛
町

長
、
Ｊ
Ａ
黒
田
専
務
、
㈱
キ
ョ
ク
イ
チ

Ｈ
Ｄ
の
野
田
執
行
役
員
よ
り
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
、
販
売
実
績
報
告
で
は
、

前
年
と
比
較
し
、
気
象
の
影
響
で

小
玉
傾
向
で
あ
っ
た
も
の
の
、
販

売
数
量
は
横
ば
い
で
、
近
年
の
単

価
高
も
あ
り
販
売
額
は
微
増
と

な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
上
程
さ
れ
た
議
案
が

全
て
承
認
さ
れ
、
総
会
が
終
了
。

生
産
者
か
ら
は
「
総
合
技
術
の
向

上
、
新
規
作
付
者
の
導
入
・
獲
得
、

様
々
な
資
材
試
験
の
た
め
の
実
験

圃
場
は
作
れ
な
い
か
」「
予
算
を
メ

ロ
ン
購
入
者
と
の
交
流
だ
け
で
な

く
、
品
質
向
上
の
為
の
資
材
投
入

の
一
部
助
成
と
し
て
使
っ
て
欲
し

い
」
な
ど
と
い
っ
た
要
望
・
意
見

が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

北
い
ぶ
き
シ
シ
ト
ウ
生
産
組
合
（
杉

原
憲
行
組
合
長
）
は
昨
年
十
二
月
十
八

日
、
妹
背
牛
支
所
三
階
和
室
に
て
通
常

総
会
並
び
に
反
省
会
を
開
催
し
、
生
産

者
九
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
杉
原
組
合
長
の
挨
拶
後
、

来
賓
祝
辞
を
経
て
議
事
に
入
り
、
上
程

さ
れ
た
議
案
が
全
て
承
認
さ
れ
、
終
了

し
ま
し
た
。

続
け
て
行
わ
れ
た
反
省
会
で
は
、
普

及
セ
ン
タ
ー
の
志
和
専
主
か
ら
平
成
三

十
年
度
の
気
象
経
過
報
告
、
�
橋
専
主

か
ら
ハ
ウ
ス
内
の
高
温
対
策
と
し
て
試

用
し
た
㈱
フ
ァ
イ
ト
ク
ロ
ー
ム
社
製

『
す
ず
み
ど
り
』
の
結
果
報
告
が
行
わ

れ
、
志
和
専
主
は
「
台
風
上
陸
を
想
定

し
、
明
渠
等
の
排
水
対
策
を
十
分
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
、
ま
た
、

�
橋
専
主
は
「
遮
光
ネ
ッ
ト
等
と
併
せ

て
、
ハ
ウ
ス
内
の
環
境
改
善
に
『
す
ず

み
ど
り
』
を
使
用
す
る
の
が
良
い
で

し
ょ
う
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
職
員
の
販
売
実
績
報
告

で
は
、「
気
象
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
水
稲

や
畑
作
、
一
部
の
施
設
園
芸
の
売
上
が

伸
び
悩
む
中
、
シ
シ
ト
ウ
に
お
い
て
は
、

生
産
者
の
徹
底
し
た
温
度
・
肥
培
管
理

に
よ
り
、
数
量
・
販
売
額
・
平
均
単
価

の
い
ず
れ
も
前
年
割
れ
を
す
る
こ
と
な

く
一
年
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

北
い
ぶ
き
南
瓜
・
馬

鈴
薯
生
産
組
合
（
荒
木

勉
組
合
長
）
は
昨
年
十

二
月
十
八
日
、
秩
父
別

町
内
に
て
通
常
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

荒
木
組
合
長
の
挨
拶

後
、
議
事
に
入
り
、
平

成
三
十
年
度
事
業
報

北北

いい

ぶぶ

きき

メメ

ロロ

ンン

生生

産産

組組

合合

全全

体体

会会

議議

・・

通通

常常

総総

会会

開開

催催

北北
いい
ぶぶ
きき
シシ
シシ
トト
ウウ
生生
産産
組組
合合

通通

常常

総総

会会

・・

反反

省省

会会

開開

催催

全体会議・通常総会の様子 たくさんの意見や提案が出されました
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自身の１年間の栽培経過と販売実績を踏まえ話をする
石田北育ち元気村花き生産組合長

告
・
収
支
決
算
等
、
上
程
さ
れ
た
全
て

の
議
案
が
承
認
さ
れ
、
出
席
し
た
生
産

者
か
ら
は
ヘ
プ
タ
ク
ロ
ル
土
壌
残
留
検

査
の
費
用
負
担
に
関
す
る
要
望
等
が
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
職
員
に
よ
る
販
売
実
績
報
告
で

は
、「
異
常
気
象
等
の
影
響
を
受
け
、
南

瓜
・
馬
鈴
薯
共
に
市
場
全
体
が
品
薄
状

態
と
な
り
、
単
価
は
前
年
度
よ
り
も
高

く
推
移
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
本
地
に
お
い
て
も
そ
の
影
響
を
受

け
、
作
付
面
積
は
増
加
し
て
い
た
も
の

の
、
小
玉
傾
向
で
製
品
収
量
が
減
と
な

り
、
反
収
・
販
売
額
に
お
い
て
も
前
年

度
よ
り
下
が
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
」

と
の
報
告
が
さ
れ
、
総
会
が
終
了
し
ま

し
た
。

北
い
ぶ
き
蔬
菜
類
生
産

組
合
（
真
島
秀
樹
組
合
長
）

は
昨
年
十
二
月
十
九
日
、

本
所
三
階
中
会
議
室
に
て

通
常
総
会
を
開
催
し
、
生

産
者
六
名
が
出
席
し
ま
し

た
。開

催
に
あ
た
り
、
真
島

組
合
長
は
「
こ
の
一
年
、

乱
高
下
の
激
し
い
気
象
で

し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
、
蔬
菜
類
全
体
で
昨

年
と
ほ
ぼ
同
額
の
実
績
を

残
す
こ
と
が
で
き
、
生
産

者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と

挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
Ｊ
Ａ
黒
田
専
務
、
普
及
セ

ン
タ
ー
の
志
和
専
主
か
ら
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
、
議
事
に
入
り
、
全
て
の
議
案
の

承
認
を
受
け
て
総
会
が
終
了
。
生
産
者

か
ら
は
「
今
年
行
え
な
か
っ
た
合
同
視

察
研
修
で
す
が
、
一
度
、
道
外
実
施
で

協
議
願
い
た
い
」
と
い
っ
た
意
見
等
が

挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

蔬
菜
類
に
お
い
て
は
、
取
扱
品
目
の

作
付
戸
数
・
面
積
の
減
少
と
異
常
気
象

の
あ
お
り
を
受
け
、
数
量
は
前
年
比
減

と
な
り
ま
し
た
が
、
市
場
品
薄
状
態
に

よ
る
単
価
高
の
影
響
で
販
売
額
は
前
年

と
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
、
特
に
ミ
ニ
ト
マ
ト

に
お
い
て
は
前
年
を
上
回
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

花
き
生
産
組
合
秩
父
別
支
部
（
我
部

山
豊
春
支
部
長
）
は
昨
年
十
二
月
六
日
、

秩
父
別
温
泉
ゆ
う
＆
ゆ
に
て
講
習
会
並

び
に
通
常
総
会
を
開
催
し
、
生
産
者
一

四
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

講
習
会
開
催
に
先
立
ち
、
講
師
の
普

及
セ
ン
タ
ー
・
志
和
専
主
と
石
田
北
育

ち
元
気
村
花
き
生
産
組
合
長
が
挨
拶
。

石
田
組
合
長
は
気
象
災
害
に
見
舞
わ
れ

た
一
年
を
振
り
返
り
な
が
ら
「
今
年
の

販
売
額
は
組
合
全
体
で
一
五
・
八
億
円
。

生
産
量
を
上
げ
単
価
を
維
持
で
き
れ
ば
、

来
年
こ
そ
一
六
億
円
を
越
え
ま
す
！
来

年
の
花
づ
く
り
を
楽
し
み
に
、
ま
た
皆

さ
ん
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
」
と
生
産
者

を
激
励
し
ま
し
た
。

講
習
会
で
は
、
志
和
専
主
よ
り
「
花

き
の
生
育
状
況
に
つ
い
て
」
と
題
し
、

昨
年
の
気
象
と
生
育
状
況
等
を
報
告
し

て
頂
き
、
続
け
て
、
石
田
組
合
長
よ
り

「
花
き
栽
培
に
つ
い
て
〜
草
花
類
・
花

木
類
の
紹
介
〜
」
と
題
し
、
石
田
組
合

長
が
昨
年
栽
培
し
た
花
き
品
目
の
中
か

ら
、
ホ
オ
ズ
キ
、
ア
ス
チ
ル
ベ
、
ス
カ

ビ
オ
サ
等
の
栽
培
経
過
や
販
売
実
績
に

つ
い
て
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
通
常
総
会
で
は
、
上
程
さ

れ
た
議
案
が
全
て
承
認
さ
れ
た
他
、
北

空
知
広
域
連
花
き
セ
ン
タ
ー
職
員
が
販

売
実
績
を
報
告
。

北北いいぶぶきき蔬蔬菜菜類類生生産産組組合合
通通 常常 総総 会会 開開 催催

花花
きき
生生
産産
組組
合合
秩秩
父父
別別
支支
部部

講講
習習
会会
・・
通通
常常
総総
会会
開開
催催

JA職員も加わり今後の課題等を話し合いました

「道外研修で栽培に関する見聞を広めたい」といった
生産者の思いが伝えられました
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講習会・通常総会に出席された生産者の皆さん

花花
きき
生生
産産
組組
合合
妹妹
背背
牛牛
支支
部部

通通
常常
総総
会会
・・
講講
習習
会会
開開
催催

通常総会・講習会に出席された生産者の皆さん

講習会では花の現物も用意されており
実際に手に取って確認することができました

花花
きき
生生
産産
組組
合合
沼沼
田田
支支
部部

通通

常常

総総

会会

開開

催催

秩
父
別
支
部
に
お
い
て
は
、
箱
数
量

は
前
年
比
の
約
九
割
と
落
ち
込
ん
だ
も

の
の
、
単
価
高
に
よ
り
販
売
額
は
一
億

円
を
突
破
。
三
十
周
年
を
迎
え
た
当
支

部
に
、
ま
さ
し
く
花
を
添
え
る
素
晴
ら

し
い
実
績
の
年
と
な
っ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

花
き
生
産
組
合
妹
背
牛
支
部
（
田
村

昌
之
支
部
長
）
は
昨
年
十
二
月
六
日
、

妹
背
牛
支
所
三
階
大
ホ
ー
ル
に
て
通
常

総
会
並
び
に
講
習
会
を
開
催
し
、
生
産

者
一
五
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
開
催
に
あ
た
り
、
田
村
支
部
長

は
一
年
を
振
り
返
り
な
が
ら
「
支
部
の

販
売
額
は
二
年
ぶ
り
に
三
億
円
を
超
え
、

努
力
が
報
わ
れ
た
年
と
な
り
ま
し
た
」

と
挨
拶
。
そ
の
後
の
議
事
で
は
、
全
議

案
が
承
認
さ
れ
、
ま
た
、
北
空
知
広
域

連
花
き
セ
ン
タ
ー
職
員
か
ら
販
売
実
績

も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

妹
背
牛
支
部
に
お
い
て
は
、
主
力
品

目
の
前
年
比
販
売
額
が
、
ス
タ
ー
チ

ス
・
シ
ヌ
ア
ー
タ
で
約
一
二
五
％
、
Ｈ

Ｂ
Ｓ
シ
ネ
ン
シ
ス
で
約
一
一
六
％
と
い

ず
れ
も
好
調
で
、
こ
の
二
品
目
の
箱
数

量
は
、
元
気
村
花
き
生
産
組
合
全
体
で

は
、
気
象
の
影
響
等
に
よ
り
前
年
比
減

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
妹
背
牛

支
部
は
前
年
比
増
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
後
の
講
習
会
で
は
、
普
及
セ
ン

タ
ー
の
�
橋
専
主
よ
り
、
平
成
三
十
年

度
の
気
象
経
過
と
生
育
状
況
、
発
生
し

た
病
害
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
報
告
・

説
明
を
し
て
頂
き
、
ま
た
、
Ｔ
Ｓ
メ
リ

ク
ロ
ン
㈱
の
寺
島
次
長
よ
り
、
チ
ェ

リ
ー
ブ
ロ
ッ
サ
ム
と
ス
タ
ー
チ
ス
・
シ

ヌ
ア
ー
タ
の
新
品
種
の
紹
介
を
し
て
頂

き
ま
し
た
。

出
席
者
か
ら
は
様
々
な
質
問
が
挙
げ

ら
れ
、
更
な
る
技
術
の
向
上
を
目
指
す
、

ま
た
、
新
た
な
品
種
に
取
り
組
も
う
と

す
る
生
産
者
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

花
き
生
産
組
合
沼
田
支
部
（
大
西
晴

彦
支
部
長
）
は
昨
年
十
二
月
十
二
日
、

沼
田
町
ま
ち
な
か
ほ
っ
と
タ
ウ
ン
二
階

多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
通
常
総
会
を
開
催

し
、
生
産
者
一
九
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

開
催
挨
拶
で
大
西
支
部
長
は
「
今
年

は
異
常
気
象
の
中
で
の
営
農
と
な
り
ま

し
た
が
、
皆
様
の
営
農
・
販
売
努
力
、

そ
し
て
、
単
価
高
の
影
響
も
あ
り
、
支

部
の
販
売
額
は
二
・
八
億
円
を
超
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
、
生
産
者
並

び
に
関
係
者
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

続
け
て
、
栗
中
沼
田
副
町
長
、
Ｊ
Ａ

黒
田
専
務
、
田
村
北
育
ち
元
気
村
花
き

生
産
組
合
副
組
合
長
が
来
賓
祝
辞
を
述

べ
、
そ
の
後
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
上
程
さ
れ
た
議
案
が
全
て

承
認
さ
れ
終
了
。
北
空
知
広
域
連
花
き

セ
ン
タ
ー
職
員
か
ら
販
売
実
績
の
報
告

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

沼
田
支
部
に
お
い
て
は
、
主
力
品
目

ス
タ
ー
チ
ス
・
シ
ヌ
ア
ー
タ
と
Ｈ
Ｂ
Ｓ

シ
ネ
ン
シ
ス
の
箱
数
量
は
前
年
比
減
で

あ
っ
た
も
の
の
、
単
価
高
の
影
響
を
受

け
販
売
額
は
増
と
な
り
ま
し
た
。
支
部

の
箱
単
価
平
均
は
過
去
最
高
を
記
録
し
、

販
売
額
は
過
去
二
番
目
と
い
う
高
実
績

で
一
年
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。通常総会に出席された生産者の皆さん
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スライドショー形式で行われた事業報告の様子
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北
育
ち
元
気
村
花
き
生
産
組
合
（
石

田
隆
広
組
合
長
）
は
一
月
十
六
日
、
深

川
市
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
板
倉
に
て
基
調
講

演
並
び
に
通
常
総
会
を
開
催
し
、
生
産

者
を
は
じ
め
、
道
内
外
の
取
引
先
市
場

や
種
苗
会
社
、
運
送
会
社
等
の
関
係
者
、

歴
代
役
員
ら
が
多
数
出
席
し
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
拓
殖
大
学
北
海
道

短
期
大
学
農
学
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
長
・
岡

�
正
昭
氏
が
、「
農
業
労
働
力
の
確
保
と

人
材
育
成
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
岡
�

氏
は
、
農
業
労
働
力
と
し
て
の
外
国
人

労
働
者
受
け
入
れ
が
、
国
内
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
も
た
ら
す
の
か
を
他
国
を

例
に
挙
げ
説
明
し
、
設
備
・
公
共
・
人

材
・
技
術
に
投
資
を
し
て
、
一
人
当
た

り
の
生
産
量
（
額
）
を
増
や
す
「
生
産

性
の
向
上
」
が
必
要
で
あ
る
と
説
き
ま

し
た
。

そ
の
後
の
総
会
で
は
、
は
じ
め
に
共

励
会
表
彰
が
行
わ
れ
、
部
会
別
・
対
象

品
目
別
に
成
績
優
秀
な
生
産
者
を
表
彰
。

北
い
ぶ
き
管
内
か
ら
は
延
べ
一
六
戸
が

対
象
と
な
り
、
石
田
組
合
長
よ
り
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
開
催
に
あ
た
り
、
石
田
組
合
長

は
関
係
者
の
支
援
と
生
産
者
の
努
力
に

感
謝
を
伝
え
、「
主
要
品
目
の
ス
タ
ー
チ

ス
シ
ヌ
ア
ー
タ
・
Ｈ
Ｂ
Ｓ
シ
ネ
ン
シ
ス

は
併
せ
て
一
一
億
円
を
超
え
、
お
盆
・

お
彼
岸
の
時
期
に
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
産
地
・
品
目
と
し
て
そ
の
地
位
を
確

立
し
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
産
地
と
し

て
の
責
任
の
重
み
を
感
じ
つ
つ
、
更
に

精
進
を
重
ね
、
品
質
向
上
を
肝
に
銘
じ

て
、
共
に
生
産
に
励
ん
で
参
り
た
い
」

と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
後
は
議
事
に
入
り
、
平
成

三
十
一
年
度
の
テ
ー
マ
を
昨
年
度
と
同

様
に
「
品
質
を
伸
ば
す
産
地
に
明
日
が

あ
る
�
」
と
し
、
販
売
目
標
額
一
六
億

円
を
目
指
す
こ
と
等
が
掲
げ
ら
れ
、
総

会
が
終
了
し
ま
し
た
。

一
月
十
五
日
、

本
所
三
階
大
ホ
ー

ル
に
て
、
平
成
三

十
年
度
Ｊ
Ａ
空
知

青
年
部
連
合
会
北

ブ
ロ
ッ
ク
総
会
が

開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ａ

北
い
ぶ
き
並
び
に

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち

の
盟
友
約
六
〇
名

が
出
席
し
ま
し

た
。総

会
の
前
段
に

は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

講
座
が
開
か
れ
、

�
�
 
!
"
#
$
%
&
'
(


)
*
�
+
,
-
.
�
�
�
�

/
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
:

過去最高の販売額を達成しつつ「更に精進し
品質向上を」と激励する石田組合長

HBSシネンシスで最優秀賞を受賞し表彰される
安永敦也さん（写真右、妹背牛・妹背牛中央）

基調講演を行った岡�氏「安直な移民受入で
はなく投資して生産性の向上を」

オーニソガラムとハイドランジアで最優秀賞を受賞し
表彰される原力哉さん（写真右、妹背牛・妹背牛北）
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日本ボーイスカウト北海道連盟から

感謝状を頂きました

多くの団員に見守られる中、感謝状を頂きました

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
道
央
北
空
知
支
所
の
稲
田

課
長
補
佐
と
松
平
課
長
補
佐
よ
り
、
農

業
共
済
制
度
の
見
直
し
に
伴
う
平
成
三

十
一
年
か
ら
の
変
更
点
等
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
は
、
今
年
度
代
表
理
事
を
務
め

た
松
本
直
幸
さ
ん
（
秩
父
別
）
の
挨
拶

に
は
じ
ま
り
、
林
徳
彰
さ
ん
（
沼
田
）

が
議
長
を
務
め
あ
げ
、
滞
り
な
く
無
事

に
終
了
。
役
員
改
選
で
は
、
Ｊ
Ａ
北
い

ぶ
き
青
年
部
か
ら
、
藤
坂
雅
志
さ
ん

（
妹
背
牛
）
が
副
代
表
理
事
に
、
岡
田

和
久
さ
ん
（
沼
田
）
が
理
事
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

総
会
後
は
懇
親
の
場
が
設
け
ら
れ
、

多
く
の
盟
友
達
と
語
り
合
い
、
更
な
る

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

北
い
ぶ
き
青
年
部
（
戸
村
哲
也
部
長
）

は
三
月
四
日
、
秩
父
別
温
泉
ゆ
う
＆
ゆ

駐
車
場
に
て
、
盟
友
四
四
名
が
集
ま
り
、

ス
ノ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
制
作
を
行
い
ま

し
た
。

昨
年
Ｊ
Ａ
空
知
青
年
部
連
合
会
に
提

出
し
た
ス
ノ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
作
品
は
、

惜
し
く
も
優
秀
賞
に
終
わ
り
、
今
年
は

最
優
秀
賞
を
獲
る
べ
く
、
各
支
部
か
ら

様
々
な
意
見
を
出
し
合
っ
て
決
定
し
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
『
農
業
を
守
る
』。

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
「
農
業
情
勢
の
変

化
が
著
し
い
昨
今
、
基
幹
作
物
の
水
稲

を
主
軸
に
、
地
域
農
業
を
は
じ
め
北
海

道
、
日
本
の
農
業
を
守
っ
て
い
き
た
い
。

そ
し
て
、
北
海
道
か
ら
「
安
心
・
安
全
」

な
農
産
物
を
日
本
の
食
卓
に
届
け
た
い
」

と
い
う
熱
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。制

作
作
業
は
、
文
字
の
成
形
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
高
さ
五
ｍ
、
幅
八
・
五
ｍ
の

巨
大
な
雪
の
壁
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
盟

友
同
士
が
互
い
に
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

文
字
の
曲
線
や
立
体
感
に
こ
だ
わ
り
つ

つ
、
細
部
ま
で
丁
寧
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
制
作
中
は
、
真
剣
に
作
業
を

行
い
な
が
ら
も
談
笑
し
て
い
る
場
面
が

多
く
見
ら
れ
、
改
め
て
盟
友
の
「
絆
」

の
つ
な
が
り
が
強
く
大
き
く
な
っ
て
い

る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

昨
年
十
二
月
二
十
八

日
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

秩
父
別
第
一
団
の
寺
迫

団
長
を
は
じ
め
、
多
数

の
団
員
の
方
々
が
本
所

を
訪
れ
、
日
頃
よ
り

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動

の
「
北
海
道
カ
ブ
ラ

リ
ー
in
秩
父
別
」
の
活

動
に
深
い
理
解
を
示
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
、

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

北
海
道
連
盟
よ
り
Ｊ
Ａ

北
い
ぶ
き
に
対
し
感
謝

状
が
贈
ら
れ
、
Ｊ
Ａ
篠

田
組
合
長
に
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

北
い
ぶ
き
青
年
部

ス
ノ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
制
作JA北いぶき青年部の「ぶ」の文字を作る田丸雅統さん（写真手

前、秩父別・北新）曲線の仕上げにこだわりを感じました

新役員に選任された皆さん

何度も状態を確認し合い
見事なゴシック体に仕上げていました
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第
二
回
臨
時
理
事
会

（
十
二
月
十
一
日
付
）

【
報
告
事
項
】

内
部
監
査
室

○
平
成
二
十
九
年
米
穀
共
同
計
算
販
売

に
係
る
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

営
農
販
売
事
業
本
部

○
平
成
二
十
九
年
産
米
穀
の
共
同
計
算

概
算
払
い
の
報
告
に
つ
い
て

金
融
共
済
事
業
本
部

○
十
一
月
末
ク
ミ
カ
ン
状
況
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

平
成
二
十
九
年
産
米
の
追
加
（
最
終
）

精
算
に
つ
い
て

第
十
一
回
理
事
会

（
十
二
月
二
十
一
日
付
）

【
報
告
事
項
】

金
融
共
済
事
業
本
部

○
平
成
三
十
年
度
特
定
組
合
員
の
ク
ミ

カ
ン
収
支
実
績
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

特
定
組
合
員
に
対
す
る
貸
付
の
承
認

に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

○
信
用
限
度
八
〇
％
を
超
え
る
組
合
員

へ
の
貸
付
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

管
理
本
部

○
当
面
に
お
け
る
農
協
行
事
予
定
に
つ

い
て

○
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
等
の
申
し
出

に
つ
い
て

○
秩
父
別
地
区
役
員
選
任
推
薦
委
員
の

変
更
に
つ
い
て

○
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
、
主
要
修

繕
費
の
支
出
に
つ
い
て

○
経
営
定
期
点
検
実
施
要
領
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

○
平
成
三
十
年
度
事
業
収
支
見
込
（
十

一
月
末
基
準
）
に
つ
い
て

金
融
共
済
事
業
本
部

○
長
期
資
金
の
貸
出
し
状
況
に
つ
い
て

○
平
成
三
十
一
年
営
農
計
画
書
審
査
方

針
に
つ
い
て

営
農
販
売
事
業
本
部

○
平
成
三
十
年
度
畑
作
経
営
所
得
安
定

対
策
に
係
る
仮
渡
金
の
実
施
に
つ
い

て
○
平
成
三
十
一
年
産
米
の
「
生
産
の
目

安
」
の
設
定
に
つ
い
て

購
買
施
設
事
業
本
部

○
平
成
三
十
年
度
農
薬
大
口
引
取
奨
励

実
績
に
つ
い
て

○
購
買
施
設
事
業
実
績
検
討
表
（
十
一

月
末
）
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
二
号

出
資
金
の
譲
渡
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

○
農
事
組
合
別
組
合
員
・
女
性
部
と
の

懇
談
会
に
係
る
意
見
・
要
望
等
の
対

応
に
つ
い
て

第
十
二
回
理
事
会
（
一
月
二
十
五
日
付
）

【
報
告
事
項
】

管
理
本
部

○
主
要
行
事
予
定
に
つ
い
て

○
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
、
出
資
金
の

譲
渡
等
の
申
し
出
に
つ
い
て

○
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
、
主
要
修

繕
費
の
支
出
に
つ
い
て

○
全
国
監
査
機
構
に
よ
る
財
務
諸
表
等

監
査
（
期
末
監
査
）
の
実
施
に
つ
い

て
○
平
成
三
十
一
事
業
年
度
役
員
報
酬
に

か
か
わ
る
答
申
に
つ
い
て

○
平
成
三
十
年
度
経
営
定
期
点
検
実
施

結
果
報
告
に
つ
い
て

○
役
員
選
任
推
薦
委
員
の
変
更
、
並
び

に
委
嘱
に
つ
い
て

○
平
成
三
十
年
度
組
合
員
満
足
度
調
査

の
結
果
に
つ
い
て

○
平
成
三
十
一
年
採
用
職
員
内
定
者
に

つ
い
て

○
職
員
の
退
職
に
つ
い
て

金
融
共
済
事
業
本
部

○
長
期
資
金
の
貸
出
し
状
況
に
つ
い
て

○
平
成
三
十
年
度
ク
ミ
カ
ン
収
支
状
況

の
報
告
並
び
に
特
定
組
合
員
の
収
支

実
績
に
つ
い
て

○
平
成
三
十
一
年
度
広
域
共
済
推
進
要

領
の
設
定
に
つ
い
て

○
ク
ミ
カ
ン
報
告
書
の
様
式
変
更
に
つ

い
て

営
農
販
売
事
業
本
部

○
平
成
三
十
一
年
度
北
い
ぶ
き
農
事
組

合
長
、
農
協
青
年
部
・
女
性
部
の
新

役
員
に
つ
い
て

○
平
成
三
十
年
産
米
カ
ン
ト
リ
ー
出
荷

実
績
に
係
る
分
析
に
つ
い
て

○
平
成
三
十
一
年
産
米
集
荷
奨
励
対
策

（
案
）
に
つ
い
て

○
平
成
三
十
一
年
産
イ
エ
ス
ク
リ
ー
ン

米
・
農
薬
節
減
米
使
用
農
薬
体
系
に

つ
い
て

購
買
施
設
事
業
本
部

○
平
成
三
十
一
年
度
農
薬
大
口
引
取
奨

励
対
策
に
つ
い
て

○
購
買
施
設
事
業
実
績
検
討
表
（
十
二

月
末
）
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

○
決
算
・
総
代
会
等
主
要
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て

○
信
用
事
業
運
営
の
あ
り
方
に
係
る
方

向
性
に
つ
い
て

○
準
職
員
の
賃
金
体
制
（
諸
手
当
）
見
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直
し
に
つ
い
て

○
平
成
三
十
年
度
事
業
収
支
決
算
見
込

（
十
二
月
末
現
在
）、
並
び
に
平
成
三

十
年
度
事
業
・
剰
余
金
処
分
（
特
別

配
当
金
）
の
対
応
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

平
成
三
十
年
度
決
算
手
当
の
支
給
に

つ
い
て

議
案
第
二
号

平
成
二
十
九
年
産
米
穀
共
同
計
算
精

算
に
係
る
監
事
監
査
結
果
に
つ
い
て

議
案
第
三
号

平
成
三
十
一
年
度
内
部
監
査
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

議
案
第
四
号

平
成
三
十
一
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
定
に
つ
い
て

議
案
第
五
号

給
与
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
六
号

職
制
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
七
号

マ
ネ
ー
・
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
及
び
反
社

会
的
勢
力
等
へ
の
対
応
に
係
る
規
程

類
の
改
廃
等
に
つ
い
て

議
案
第
八
号

共
済
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
九
号

花
卉
生
産
者
等
に
係
る
灯
油
等
特
別

価
格
奨
励
の
対
応
に
つ
い
て

議
案
第
十
号

出
資
金
の
譲
渡
、
並
び
に
減
口
に
つ

い
て

議
案
第
十
一
号

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

□
採
用
〈
十
二
月
一
日
付
〉

十
亀

裕
明

沼
田
支
所
車
輌
課
課
車
輛
係
（
準

職
員
か
ら
正
職
員
へ
）

□
退
職
〈
一
月
三
十
一
日
付
〉

岡
本

彩
香

沼
田
支
所
車
輌
課
車
輌
係

□
退
職

準
職
員
〈
一
月
三
十
一
日
付
〉

池
田

啓
二

生
産
資
材
事
業
部
生
産
資
材
課
生

産
資
材
係

□
退
職

準
職
員
〈
二
月
二
十
八
日
付
〉

伊
藤

朋
佳

管
理
部
経
理
電
算
課
経
理
電
算
係

兼
同
部
企
画
課
企
画
係

鈴
木

由
佳

沼
田
支
所
貯
金
共
済
課
貯
金
係

昨
年
十
一
月
十
三
日
開
催
の
「
第
二

十
九
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
」
に
て
行
わ

れ
た
、「
多
様
化
す
る
組
合
員
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
新
た
な
協
同
組
合
の
価
値
創
造
」

と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
内
容
を
二
回
に
分
け
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

●
宮
入

隆

氏

…
…
…
…
…
…
…
北
海
学
園
大
学
教
授

テ
ー
マ
は
、
議
案

第
二
号
に
係
る
協
同

組
合
の
価
値
づ
く
り

で
す
。
難
し
い
テ
ー

マ
で
す
が
、
前
回
大
会
と
二
回
の
実
践

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ
、
各
地
で
様
々
な

取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。こ

れ
ま
で
を
総
括
し
、
新
た
な
ス

テ
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
た
め
の
段
階
と
し

て
、
Ｊ
Ａ
の
持
つ
多
様
な
役
割
を
再
確

認
す
る
場
と
さ
せ
て
頂
き
た
い
。
併
せ

て
、
今
後
の
実
践
の
ヒ
ン
ト
を
パ
ネ
リ

ス
ト
の
皆
さ
ん
か
ら
頂
き
、
持
ち
帰
っ

て
も
ら
え
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

●
行
友

弥

氏

…
…（
株
）農
林
中
金
総
合
研
究
所
顧
問

特
任
研
究
員

元
々
は
新
聞
社
で

農
林
水
産
業
の
取
材

に
携
わ
り
、
今
は
東

日
本
大
震
災
、
特
に

福
島
原
発
事
故
で
被
災
し
た
地
域
の
取

材
を
行
っ
て
い
ま
す
。
取
材
を
通
じ
、

協
同
組
合
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
さ
せ

ら
れ
る
機
会
も
度
々
あ
り
ま
す
。

●
青
竹

豊

氏

…
…（
一
社
）日
本
協
同
組
合
連
携
機
構

（
Ｊ
Ｃ
Ａ
）常
務
理
事

Ｊ
Ｃ
Ａ
は
四
月
に

立
ち
上
が
り
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
、
生
協
、

森
林
組
合
、
漁
協
な

ど
様
々
な
協
同
組
合
の
連
携
を
広
げ
る

第
二
十
九
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会

「
多
様
化
す
る
組
合
員
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

新
た
な
協
同
組
合
の
価
値
創
造
」

テ
ー
マ
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た
め
に
設
立
。
私
は
四
月
ま
で
日
本
生

協
連
に
お
り
ま
し
た
。
協
同
組
合
の
連

携
を
よ
り
強
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、

知
っ
て
い
る
範
囲
で
事
例
報
告
を
さ
せ

て
頂
き
た
い
。

●
小
野
寺

俊
幸

氏

…
…
…
…
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
副
会
長

Ｊ
Ａ
と
こ
ろ
会
長
理
事

全
道
Ｊ
Ａ
の
代
表

で
あ
り
、
一
生
産
者

と
し
て
、
組
合
員
の

ニ
ー
ズ
に
ど
う
応
え

て
い
く
か
。
最
も
難
し
い
問
題
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
た
い
。
パ
ネ
リ
ス
ト
の

皆
さ
ん
の
話
の
中
で
一
つ
で
も
ヒ
ン
ト

を
得
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
事
例
報
告
】

①

生
協
に
お
け
る

組
合
員
と
の
関
係
強
化

②

持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
と
協
同
組
合
間
連
携

宮
入
教
授

ま
ず
、「
組
合
員
と
の
関
係

強
化
」
に
つ
い
て
、
報
告
事
例
も
踏
ま

え
て
討
論
し
ま
す
。
生
協
と
農
協
の
共

通
の
課
題
も
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。

多
様
な
組
合
員
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と

し
て
、
組
合
員
の
自
主
性
を
保
ち
な
が

ら
、
新
た
な
参
加
の
形
を
ど
う
し
て
い

く
か
。
組
合
員
の
想
い
を
く
み
取
り
、

新
た
な
活
動
に
変
え
、
組
合
員
参
加
の

多
様
な
形
を
実
現
さ
せ
る
と
い
う
示
唆

に
富
む
報
告
で
し
た
。

行
友
顧
問

事
例
報
告
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は
「
元
気
」「
楽
し
く
」「
多
様
」「
地
域

に
」
で
し
ょ
う
。
生
協
の
活
動
を
そ
う

い
う
方
向
に
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
地
域
が
抱
え
る
課

題
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
な
ど

を
背
景
に
複
雑
化
・
多
様
化
し
て
い
ま

す
。協

同
組
合
も
規
模
が
大
き
く
な
る
と
、

サ
ー
ビ
ス
を
一
方
的
に
供
給
す
る
こ
と

に
な
り
が
ち
で
す
が
、
組
合
員
自
ら
の

参
加
で
課
題
を
解
決
す
る
流
れ
を
作
る

こ
と
が
大
事
で
す
。

Ｊ
Ａ
は
農
政
の
実
務
を
担
っ
て
き
た

歴
史
も
あ
り
、
組
合
員
が
受
け
身
に
な

り
や
す
く
、
自
ら
能
動
的
に
組
合
運
動

に
参
加
す
る
意
識
が
薄
れ
て
い
る
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
生
協
も
同
様
の
問
題

を
苦
労
し
て
乗
り
越
え
よ
う
と
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

宮
入
教
授

受
動
か
ら
能
動
へ
切
り
替

え
る
難
し
さ
。
想
い
を
く
み
取
っ
て
、

参
加
ス
タ
イ
ル
を
多
様
に
す
る
。
生
協

も
実
現
ま
で
に
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

青
竹
常
務

各
生
協
で
、
参
加
を
ど
の

よ
う
に
広
げ
て
い
く
か
、
大
き
な
悩
み

を
抱
え
な
が
ら
日
々
格
闘
し
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
の
方
が
農
業
者
に
と
っ
て
な
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
り
、
先
輩
だ

と
思
い
ま
す
。
お
互
い
に
交
流
し
な
が

ら
、
時
代
に
あ
っ
た
参
加
の
仕
方
を
磨

い
て
い
き
た
い
で
す
。

宮
入
教
授

Ｊ
Ａ
も
生
協
も
、
組
合
員

活
動
を
ど
う
支
援
す
る
か
が
基
本
。
組

合
員
の
多
様
化
の
中
で
、
今
ま
で
と
違

い
、
世
代
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
な
ど
が
課
題

に
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

小
野
寺
副
会
長

Ｊ
Ａ
も
七
〇
年
の
歴

史
を
経
た
中
、
若
い
人
達
に
ど
う
や
っ

て
Ｊ
Ａ
に
結
集
し
て
も
ら
う
か
。
農
協

運
動
の
中
で
組
合
員
が
何
を
求
め
て
い

る
か
。
若
い
人
達
と
農
協
運
営
者
の
目

線
、
考
え
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
く
出
て

き
て
お
り
、
そ
こ
に
農
協
運
動
の
難
し

さ
が
あ
り
ま
す
。

地
震
で
被
災
し
た
Ｊ
Ａ
の
施
設
に
若

い
人
が
結
集
し
て
、
被
災
し
た
コ
ン
テ

ナ
や
馬
鈴
薯
な
ど
を
自
分
達
の
力
で
片

付
け
、
一
週
間
か
か
る
作
業
が
二
日
間

で
終
わ
っ
た
。
若
い
人
達
が
農
協
に
結

集
す
る
と
凄
い
力
と
な
っ
て
働
く
。
若

い
担
い
手
の
力
の
素
晴
ら
し
さ
。
普
段

は
口
に
し
な
く
て
も
、
何
か
あ
れ
ば
Ｊ

Ａ
に
結
集
し
て
仲
間
や
友
を
助
け
る
。

自
分
の
Ｊ
Ａ
と
い
う
想
い
に
感
銘
を
受

け
た
。

宮
入
教
授

組
合
員
と
の
関
係
強
化
と

言
う
と
、
い
つ
も
は
自
然
に
存
在
し
て

い
る
が
、
何
か
あ
っ
た
時
に
「
Ｊ
Ａ
に

入
っ
て
い
て
良
か
っ
た
」「
組
合
員
で
良

か
っ
た
」
と
感
じ
る
こ
と
も
大
き
い
の

で
は
。
福
島
の
取
材
で
の
お
話
な
ど
あ

れ
ば
。

行
友
顧
問

住
民
が
長
期
間
避
難
し
た

地
域
で
は
農
業
が
空
白
状
態
に
な
り
ま

し
た
が
、
飯
舘
村
な
ど
で
は
、
最
初
に

お
年
寄
り
が
戻
り
、
最
近
は
若
者
が
移

住
し
て
就
農
す
る
ケ
ー
ス
も
出
て
き
て

い
ま
す
。

そ
う
い
う
地
域
は
人
の
つ
な
が
り
が

濃
密
で
支
え
あ
い
の
土
壌
が
あ
り
ま
す
。

社
会
関
係
資
本
（
人
間
関
係
）
が
豊
か

な
地
域
は
、
災
害
か
ら
の
回
復
力
が
強

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
協
同
組

合
は
そ
れ
を
体
現
す
る
組
織
で
あ
り
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。

宮
入
教
授

「
組
合
員
と
の
関
係
強
化
」

に
つ
い
て
、
組
合
員
の
自
主
性
を
ど
う

協
同
活
動
に
活
か
す
か
。
Ｊ
Ａ
で
も
組

合
員
の
想
い
を
上
手
く
活
か
し
て
事
業

に
し
て
い
く
こ
と
が
、
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
の
中
で
求
め
ら
れ
る
と
思
う
。

生
活
ス
タ
イ
ル
も
世
代
も
異
な
る
人

達
が
Ｊ
Ａ
に
参
加
し
て
い
る
。
そ
う
い
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う
声
を
ど
う
聞

き
取
る
か
。
具

体
的
な
方
法
と

し
て
ア
ン
ケ
ー

ト
も
あ
る
が
、

声
を
ど
う
聞
き

取
っ
て
形
に
す
る
か
。
生
協
の
事
例
に

つ
い
て
、
も
う
一
度
、
お
聞
か
せ
頂
き

た
い
。

青
竹
常
務

生
協
の
職
員
に
と
っ
て
は
、

生
活
や
子
育
て
へ
の
組
合
員
の
想
い
を

聞
き
取
る
力
が
大
変
重
要
で
す
。

宅
配
担
当
職
員
は
、
週
に
一
度
、
組

合
員
と
顔
を
合
わ
せ
、
色
ん
な
質
問
や

悩
み
を
聞
く
。「
生
協
を
や
め
る
」
と
言

わ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
背

景
を
聞
き
取
る
こ
と
が
大
事
。
ま
た
、

近
畿
の
生
協
で
は
職
員
研
修
で
、
Ｊ
Ａ

に
お
願
い
を
し
て
一
定
の
期
間
、
畑
や

牛
舎
・
鶏
舎
な
ど
生
産
現
場
を
体
験
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

本
日
の
大
会
議
案
で
、
若
い
Ｊ
Ａ
職

員
に
組
合
員
の
会
議
へ
の
参
加
を
位
置

付
け
て
い
ま
す
。
現
場
・
組
合
員
の
所

に
行
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
中

で
、
聞
き
取
る
力
や
相
手
の
想
い
を
受

け
入
れ
る
力
が
育
ち
ま
す
。
こ
の
こ
と

が
、
人
と
人
が
作
る
協
同
組
合
の
大
き

な
特
徴
だ
と
思
い
ま
す
。

宮
入
教
授

聞
き
取
っ
た
内
容
を
情
報

交
換
す
る
場
所
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

青
竹
常
務

す
ぐ
に
対
応
で
き
る
も
の

は
対
応
し
、
重
要
な
商
品
ク
レ
ー
ム
な

ど
は
、
組
織
対
応
に
引
き
上
げ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

ク
レ
ー
ム
や
お
問
い
合
わ
せ
・
要
望

を
登
録
し
、
組
織
全
体
、
あ
る
い
は
役

員
会
・
理
事
会
で
状
況
を
つ
か
む
た
め

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
り
を
進
め
て
い
る

生
協
も
増
え
て
い
ま
す
。

宮
入
教
授

担
当
者
も
変
わ
る
中
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
ク
レ
ー
ム
等
も
含
め

て
、
声
を
溜
め
る
こ
と
が
新
た
な
取
り

組
み
に
つ
な
が
る
と
い
う
お
話
。
な
る

ほ
ど
と
思
い
ま
す
。

多
様
な
組
合
員
ニ
ー
ズ
と
い
う
意
味

で
、
北
海
道
の
組
合
員
数
の
八
〇
％
に

及
ぶ
准
組
合
員
と
の
関
係
づ
く
り
を
ど

う
す
る
か
。
准
組
合
員
と
の
関
係
づ
く

り
に
つ
い
て
教
え
て
頂
き
た
い
。

小
野
寺
副
会
長

前
回
大
会
で
五
五
〇

万
人
サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く
り
を
掲
げ
、
准

組
合
員
を
は
じ
め
、
消
費
者
の
皆
さ
ん

と
食
と
農
で
つ
な
が
る
こ
と
を
目
指
し

て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

農
業
者
も
あ
る
意
味
で
消
費
者
だ
と

考
え
ま
す
と
、
多
様
な
消
費
者
が
お
り
、

生
協
か
ら
も
色
々
と
学
ん
で
い
か
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
し
、
こ
れ
か
ら
は
生
協

を
含
め
て
色
々
な
方
々
と
手
を
結
び
、

横
の
連
携
を
広
く
し
て
、
農
業
だ
け
の

目
線
で
見
る
の
で
は
な
く
、
多
様
な
人

達
の
意
見
を
農
協
が
取
り
入
れ
ら
れ
る

か
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。

北
海
道
の
世
帯
数
の
六
〇
％
以
上
が

生
協
に
加
入
し
て
い
ま
す
。
生
協
に
お

け
る
組
合
活
動
の
素
晴
ら
し
さ
を
我
々

も
認
識
し
、
組
合
員
と
の
関
係
強
化
に

向
け
て
、
目
線
を
移
し
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

宮
入
教
授

准
組
合
員
調
査
を
通
じ
て
、

准
組
合
員
は
Ｊ
Ａ
事
業
利
用
に
対
し
て

正
組
合
員
に
近
い
考
え
方
を
持
っ
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
自
ら
准
組
合
員

に
な
っ
て
い
る
方
々
の
声
を
聞
き
取
っ

て
い
く
こ
と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

行
友
顧
問

Ｊ
Ａ
横
浜
で
は
、
准
組
合

員
向
け
の
農
業
体
験
講
座
が
発
展
し
て
、

正
組
合
員
の
農
業
を
手
伝
う
援
農
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
取
り
組
み
と
な
り
、
正
組

合
員
と
准
組
合
員
の
関
係
を
作
る
契
機

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
は
、
准
組
合
員
の
割
合
が
高

く
、
農
協
が
な

い
と
地
域
が
持

た
な
い
部
分
も

あ
る
と
聞
き
ま

す
。
地
域
の

様
々
な
課
題
に

対
応
す
る
う
え
で
も
、
正
と
准
の
垣
根

を
低
く
し
て
、
協
力
し
あ
う
関
係
作
り

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

宮
入
教
授

Ｊ
Ａ
事
業
で
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
・
イ
ン
フ
ラ
を
維
持
し
て
い
る
地
域

が
数
多
く
存
在
す
る
の
も
事
実
で
、

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
が
、
准
組
合
員
の

利
用
が
規
制
さ
れ
る
と
Ｊ
Ａ
事
業
も
影

響
を
受
け
ま
す
。
正
と
准
の
支
え
合
い

を
目
に
見
え
る
形
で
作
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
次
号
に
続
き
ま
す
）
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Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

ホ
ク
レ
ン

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会

の
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践

や
そ
の
時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組

合
員
の
皆
様
に
定
期
的
に
お
伝
え
し
ま

す
。各

団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海

道
は
、
児
童
養
護
施
設

か
ら
の
卒
業
を
控
え
た

高
校
生
を
対
象
と
し
た

調
理
実
習
体
験
「
お
と
な
の
食
育
」
を

札
幌
市
内
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
自
立
支
援
活
動

と
し
て
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
と
興

正
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
が
共
催

し
て
お
り
、
今
回
で
六
回
目
の
開
催
。

高
校
卒
業

後
、
一
人

暮
ら
し
を

始
め
る
生

徒
が
多

く
、
施
設

か
ら
巣
立
っ
た
後
も
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
た
食
生
活
を
送
っ
て
も
ら
い
、
健

康
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
い
う
趣
旨
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

高
校
生
一
〇
名
が
参
加
し
、
身
体
に

必
要
な
栄
養
素
や
食
材
の
消
費
・
賞
味

期
限
な
ど
、
食
の
知
識
に
つ
い
て
学
ん

だ
後
は
調
理
実
習
に
挑
戦
。
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
役
割
分
担
を
し
、
協
力
し

て
楽
し
く
料
理
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

北
海
道
は
、
地

域
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
、

野
球
観
戦
を
通

じ
て
子
供
達
に

夢
や
希
望
を

持
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的

に
、「
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
・
ド

リ
ー
ム
シ
ー

ト
」
に
協
賛

し
、
今
シ
ー
ズ

ン
は
福
祉
団
体
を
通
じ
て
一
二
〇
〇
名

余
り
の
子
供
達
を
招
待
し
ま
し
た
。

「
初
め
て
野
球
の
試
合
を
見
て
楽
し

か
っ
た
で
す
」「
声
が
枯
れ
る
ほ
ど
応
援

し
ま
し
た
」
等
の
感
想
を
頂
き
、
多
く

の
子
供
達
に
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
と
ホ

ク
レ
ン
は
労

働
力
確
保
が

深
刻
に
な
り

つ
つ
あ
る
生
産
現
場
と
、
障
が
い
者
の

社
会
参
加
を
希
求
す
る
福
祉
側
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
目
指
す
農
福
連
携
研
修

会
を
昨
年
十
二
月
、
札
幌
市
内
の
ホ
ク

レ
ン
ビ
ル
で
開
き
ま
し
た
。

大
学
研
究
者
や
実
際
に
障
が
い
者
を

雇
用
し
て
い
る
生
産
者
・
Ｊ
Ａ
の
他
、

北
海
道
庁
職
員
ら
七
〇
人
余
り
が
参
加
。

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

農
福
連
携
の
実
現
に
向
け
た
課
題
と
今

後
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
、
積
極
的

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

組
合
員
並
び
に
地
域

住
民
の
皆
様
の
生
命
と

健
康
を
守
る
た
め
、
本

会
事
業
の
積
極
的
な
啓

蒙
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

広
報
誌
「
す
ま
い
る
」
を
発
行
し
て
お

り
ま
す
。

年
三
回
発
行
し
て
お
り
、
様
々
な
医

療
・
健
康
情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是

非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。
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昨
年
十
二
月
十
七
日
、
青
年
部
妹
背

牛
支
部
（
岸
上
敏
之
支
部
長
）
は
妹
背

牛
支
所
三
階
大
ホ
ー
ル
に
て
、
第
十
六

回
通
常
総
会
を
開
催
し
、
盟
友
三
二
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

岸
上
支
部
長
の
開
会
挨
拶
後
、
来
賓

の
田
中
妹
背
牛
町
長
か
ら
述
べ
ら
れ
た

祝
辞
で
は
、
青
年
部
事
業
に
つ
い
て
触

れ
「
来
年
二
月
開
催
予
定
の
『
ス
ノ

フ
ェ
ス
』
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
多
く
の
観
光
客
を
呼
べ
る

よ
う
な
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
頂
き

た
い
」
と
、
期
待
と
激
励
の
言
葉
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
長
に
工
藤
竜
治
さ
ん

（
妹
背
牛
北
）
を
選
出
。
議
事
に
入
り
、

事
業
推
進
案
や
役
員
改
選
等
、
全
て
の

議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
互
選

の
合
間
に
は
、
一
年
間
の
活
動
を
記
録

し
た
ム
ー
ビ
ー
が
流
さ
れ
、
豊
穣
祈
願

焼
肉
祭
り
や
豊
年
盆
踊
り
大
会
、
各
研

修
会
等
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

総
会
の
最
後
に
は
、
永
年
青
年
部
活

動
に
尽
力
さ
れ
、
今
回
を
も
っ
て
退
部

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
四
名
の
盟
友
に

対
し
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
通
常
総
会

が
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

次
の
方
々
が
新
役
員
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

支
部
長

藤
坂

雅
志
（
妹
背
牛
北
）

副
支
部
長

日
裏

健
二
（

〃

）

上
席
理
事

神
藤

武
志
（

〃

）

理

事

菅
原

潤
一
（

〃

）

〃

大
井

基
生
（
妹
背
牛
中
央
）

代
表
監
事

岸
上

敏
之
（
妹
背
牛
北
）

監

事

熊
谷

俊
（

〃

）

（
敬
称
略
）

二
月
十
七
日
、
青
年
部
妹

背
牛
支
部
（
藤
坂
雅
志
支
部

長
）
は
、
同
支
部
と
妹
背
牛

商
工
会
青
年
部
、
妹
背
牛
町

役
場
若
手
有
志
と
の
共
同
事

業
と
し
て
、
第
三
回
ス
ノ

フ
ェ
ス
を
開
催
。
当
日
は
、

体
の
芯
か
ら
冷
え
る
程
の
寒

さ
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

会
場
の
妹
背
牛
町
カ
ー
リ
ン
グ
ホ
ー
ル

前
駐
車
場
に
は
、
町
内
を
は
じ
め
と
し

た
多
く
の
方
々
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
体
験
や
雪

中
宝
探
し
は
、
長
蛇
の
列
が
で

き
る
ほ
ど
子
供
達
に
大
人
気
で
、

ま
た
、
イ
グ
ル
ー
（
雪
の
ブ
ロ

ッ
ク
を
積
み
重
ね
た
ド
ー
ム
状

の
雪
の
家
）
に
大
喜
び
す
る
お

子
さ
ん
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
内
は
、
設
置
さ
れ
た
焼

き
台
で
冬
の
焼
肉
を
楽
し
め
る

だ
け
で
な
く
、
ラ
ー
メ
ン
や
お

で
ん
、
揚
げ
物
等
も
売
ら
れ
て

お
り
、
ま
た
、
熱
燗
や
お
湯
割

り
も
飲
め
る
と
あ
っ
て
、
子
供

も
大
人
も
大
満
足
の
様
子
。
ス

第
十
六
回

青
年
部
妹
背
牛
支
部

通
常
総
会
開
催

新
支
部
長
に
藤
坂
雅
志
さ
ん
（
妹
背
牛
北
）

青年部妹背牛支部 第３回スノフェス開催
妹背牛の若人が地元の冬を盛り上げる！

メンバーはこの日のために猛練習したそうで
見事なダンスが披露されました

退部される盟友から後輩達に向けエールが送られました

田中町長も
一緒に

「C'mon,
baby モセ

ウシ！」

選任された新役員の皆さん

スノフェス開催前には水本博貴さん（写真中央、妹背牛北）と取材
したJA職員もボートに試乗 大人には容赦なく雪をかけられました

雪降る大地なら
ではのアトラク

ション

子供達も大はし
ゃぎ！
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手作り豆腐のお
返しに

最高の笑顔を頂
きました！

テ
ー
ジ
上
で
は
こ
の
極
寒
の
中
、
ア
イ

ス
の
早
食
い
大
会
が
行
わ
れ
た
他
、
運

営
メ
ン
バ
ー
ら
に
よ
る
ダ
ン
ス
も
披
露

さ
れ
、
町
民
の
声
に
押
さ
れ
た
田
中
妹

背
牛
町
長
が
一
緒
に
踊
る
場
面
も
。

そ
の
後
は
、
大
抽
選
会
と
打
ち
上
げ

花
火
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
、
熱
気
と

賑
わ
い
あ
ふ
れ
る
ス
ノ
フ
ェ
ス
が
終
了

し
ま
し
た
。

女
性
部
妹
背
牛
支
部
（
栗
原
明

美
支
部
長
）
は
一
月
二
十
四
日
、

妹
背
牛
支
所
三
階
大
ホ
ー
ル
に
て

部
員
六
七
名
が
出
席
し
、
第
十
六

回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

栗
原
支
部
長
の
挨
拶
後
、
来
賓

祝
辞
を
頂
き
、
議
長
に
中
谷
ゆ
か

り
さ
ん
（
妹
背
牛
中
央
）
を
選
出
。

議
事
に
入
り
、
全
て
の
議
案
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
わ

か
ち
愛
も
せ
う
し
」
よ
り
水
上
明

代
表
を
は
じ
め
四
名
の
方
を
講
師

に
迎
え
、「
ふ
ま
ね
っ
と
体
験
講
習

会
」
を
開
催
。
実
技
を
通
し
て
、

ふ
ま
ね
っ
と
運
動
の
効
果
や
面
白

さ
を
体
験
す
る
貴
重
な
経
験
と
な

り
ま
し
た
。

体
験
を
通
じ
て
部
員
や
講
師
と

の
交
流
も
深
ま
り
、
楽
し
い
雰
囲

気
の
中
、
素
敵
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

女
性
部
妹
背
牛
支
部
（
栗
原
明
美
支

部
長
）
は
二
月
五
日
、
平
成
三
十
年
度

分
と
し
て
、
妹
背
牛
町
社
会
福
祉
協
議

会
へ
リ
ン
グ
プ
ル
（
約
五
十
一
㎏
）
を

寄
贈
し
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
度
か
ら
始
め
た
こ
の
事

業
も
今
年
度
で
十
三
年
目
と
な
り
、
車

い
す
寄
贈
の
た
め
今
後
も
部
員
等
の
協

力
を
得
て
、
引
き
続
き
収
集
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

女
性
部
妹
背
牛
支
部
（
栗
原
明
美
支

部
長
）
は
二
月
二
十
一
日
、
お
一
人
で

お
住
い
の
高
齢
者
宅
（
一
部
、
生
活
支

援
施
設
入
居
者
を
含
む
）
を
対
象
に
手

作
り
豆
腐
を
配
付
し
ま
し
た
。

朝
か
ら
役
員
七
名
が
農
産
加
工
セ
ン

タ
ー
で
豆
腐
作
り
を
行
い
、
午
後
か
ら

町
の
民
生
委
員
の
方
々
と
共
に
、
一
二

五
戸
の
対
象
者
一
人
ひ
と
り
を
訪
問
し

手
渡
し
ま
し
た
。

受
け
取
っ
た
方
々
か
ら
は
「
大
豆
の

味
が
し
っ
か
り
と
し
て
い
て
、
美
味
し

く
て
い
つ
も
楽
し
み
。
ど
う
も
あ
り
が

と
う
」
と
い
っ
た
、
感
謝
の
言
葉
を
た

第１６回 女性部妹背牛支部
通常総会並びに「ふまねっと体験講習会」開催

女

性

部

妹

背

牛

支

部

リ
ン
グ
プ
ル
寄
贈

女
性
部
妹
背
牛
支
部

助
け
合
い
組
織
運
動

挨拶する栗原支部長（妹背牛北）

昨年度の１．５倍以上も集まったリングプル 今後も活動を継続していきます

運動不足になりがちな冬時期 皆で体を動かせば楽しさ倍増！
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く
さ
ん
頂
き
ま
し
た
。

短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
交
流

す
る
こ
と
で
、
お
互
い
の
心
が
温
ま
る

幸
せ
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
部
妹
背
牛
支
部
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
会
（
町
田
い

ず
み
会
長
）
は
一
月
二
十
二

日
、
妹
背
牛
支
所
三
階
和
室

に
て
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
集

い
を
開
催
。
会
員
八
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、

女
性
部
妹
背
牛

支
部
栗
原
明
美

支
部
長
の
発
声

の
も
と
Ｊ
Ａ
女

性
部
綱
領
を
朗

唱
し
、
町
田
会

長
の
挨
拶
を
経

て
、
栗
原
支
部

長
、
Ｊ
Ａ
中
谷

上
席
理
事
か
ら

祝
辞
を
頂
き
ま

し
た
。

議
事
で
は
、

平
成
三
十
年
度

行
事
報
告
や
収

支
決
算
報
告
等

が
行
わ
れ
、
全

て
の
議
案
が
承

認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
で
は
、
大
山
真
唯
子
さ
ん
（
妹
背
牛

北
）
が
新
会
長
に
決
定
。
大
山
さ
ん
か

ら
抱
負
が
述
べ
ら
れ
集
い
が
終
了
し
ま

し
た
。

な
お
、
今
回
選
任
さ
れ
た
役
員
に
つ

き
ま
し
て
は
次
の
通
り
で
す
。

会

長

大
山
真
唯
子
（
妹
背
牛
北
）

副
会
長

今
井

絹
恵
（
妹
背
牛
南
）

会

計

岡
田

綾
（

〃

）

（
敬
称
略
）

二
月
二
十
五
日
、
妹
背
牛
町
水
稲
直

播
研
究
会
（
熊
谷
勝
会
長
）
は
、
妹
背

牛
支
所
三
階
大
ホ
ー
ル
に
て
、
会
員
他

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
管
内
の
生
産
者
や
関
係

機
関
を
含
め
た
約
五
〇
名
が
出
席
す
る

中
、
水
稲
直
播
栽
培
技
術
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
北
海
道
立
総
合
研
究
機

構
農
業
研
究
本
部
上
川
農
業
試
験
場
研

究
部
水
稲
グ
ル
ー
プ
主
査
の
平
山
裕
治

氏
と
、
同
本
部
中
央
農
業
試
験
場
生
産

研
究
部
水
田
農
業
グ
ル
ー
プ
研
究
主
任

の
佐
々
木
亮
氏
に
そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
て

頂
き
ま
し
た
。

平
山
氏
か
ら
は
、
水
稲
直
播
向
け
の

品
種
「
上
育
四
七
一
号
」
に
つ
い
て
、

現
行
品
種
の
「
ほ
し
ま
る
」
と
比
較
し
、

低
温
苗
立
性
に
優
れ
「
い
も
ち
病
」
に

強
く
、
玄
米
品
質
が
優
れ
収
量
が
多
い

と
い
っ
た
点
等
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

佐
々
木
氏
か
ら
は
、
平
成
三
十
年
産

「
上
育
四
七
一
号
」
の
栽
培
結
果
を
基

に
し
た
特
性
の
他
、
低
収
群
や
成
績
上

位
者
の
傾
向
か
ら
学
ぶ
安
定
多
収
へ
の

コ
ツ
に
つ
い
て
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
資
材
メ
ー
カ
ー
各
社
よ

り
直
播
栽
培
向
け
の
商
品
紹
介
が
さ
れ

た
後
、
情
報
交
換
会
が
行
わ
れ
、
講
習

会
が
終
了
し
ま
し
た
。

女性部妹背牛支部 フレッシュミズの集い

妹
背
牛
町
水
稲
直
播
栽
培
技
術
講
習
会
開
催講習会の様子

直播栽培技術や知識に対する向上心とその注目の高さが伺えます

フレッシュミズの集いに出席された皆さん

上育４７１号の品種特性について説明する平山裕治氏
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昨
年
十
二
月
十
三
日
、
青

年
部
秩
父
別
支
部
（
松
本
直

幸
支
部
長
）
は
本
所
三
階
中

会
議
室
に
て
、
第
十
六
回
通

常
総
会
を
開
催
し
、
盟
友
二

五
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
松
本
支
部
長
は

「
豊
作
基
調
し
か
知
ら
な
い

我
々
若
い
世
代
に
と
っ
て
、

今
年
の
不
作
は
良
い
経
験
で

あ
り
営
農
を
見
直
す
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
」
と
、
不

作
で
あ
っ
た
一
年
を
前
向
き

に
捉
え
挨
拶
。
青
年
部
綱
領

朗
唱
後
、
青
年
部
活
動
に
貢

献
し
た
盟
友
に
対
し
て
の
感

謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
得

能
直
浩
さ
ん
（
日
の
出
）
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
議
事
で
は
、
永
守
真
司
さ

ん
（
穂
栄
）
を
議
長
に
選
出
、
滞
り
な

く
議
事
が
進
行
さ
れ
、
全
議
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
西
谷
健
さ
ん

（
北
新
）
と
池
川
怜
太
さ
ん
（
穂
栄
）

か
ら
海
外
農
業
事
情
視
察
研
修
の
報
告

が
行
わ
れ
、
総
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

次
の
方
々
が
新
役
員
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

支
部
長

戸
村

哲
也
（
北

新
）

副
支
部
長

佐
藤

宏
樹
（
稲

豊
）

理

事

真
島

祐
輔
（
日
の
出
）

理

事

石
井

裕
士
（
稲

豊
）

〃

楠
本

学
（
穂

栄
）

〃

藤
岡

誠
（
稲

豊
）

代
表
監
事

山
本

一
成
（
北

新
）

監

事

藤
岡

渡
（
稲

豊
）

（
敬
称
略
）

女
性
部
秩
父
別
支
部
（
藤
岡

明
美
支
部
長
）
は
昨
年
十
二
月

六
日
、
本
所
三
階
中
会
議
室
に

て
、
し
め
縄
・
リ
ー
ス
講
習
会

を
開
催
し
、
部
員
二
四
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

講
師
と
し
て
、
旭
川
市
に
あ

る
㈲
四
季
彩
の
曽
我
部
幸
裕
氏

を
お
招
き
し
、
は
じ
め
に
、
し

め
縄
作
り
か
ら
取
り
か
か
り
ま

し
た
。
赤
い
縄
に
花
や
リ
ボ
ン
を
つ
け

て
完
成
さ
せ
た
後
、
続
け
て
、
ラ
フ
ィ

ア
と
い
う
ラ
フ
ィ
ア
椰
子
の
葉

を
加
工
し
た
繊
維
を
使
っ
た

リ
ー
ス
を
制
作
。
ラ
フ
ィ
ア
を

軽
く
捻
り
な
が
ら
円
状
に
し
、

ワ
タ
を
三
〜
四
個
付
け
て
リ
ー

ス
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

ど
ち
ら
も
一
見
シ
ン
プ
ル
な

作
り
の
よ
う
で
し
た
が
、
人
に

よ
っ
て
は
大
き
か
っ
た
り
小
さ

か
っ
た
り
と
、
何
度
も
や
り
直

し
て
い
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
可
愛
ら
し
い
し
め

縄
と
リ
ー
ス
を
完
成
さ
せ
、
参

加
者
で
記
念
写
真
を
撮
っ
て
終

了
し
ま
し
た
。

第１６回 青年部秩父別支部 通常総会開催
戸村哲也さん（北新）が新支部長就任

女性部秩父別支部 しめ縄・リース講習会開催

クリスマスの楽しい気分を演出するリース
皆さん真剣に制作中

選任された新役員の皆さん

感謝状が贈られた得能直浩さん（写真右、日の出）

お正月の縁起物であるしめ縄
神聖さを保ちつつ可愛らしさを出すのはなかなか難しい様子
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女
性
部
秩
父
別
支
部
（
藤
岡
明
美
支

部
長
）
は
一
月
二
十
八
日
、
本
所
三
階

中
会
議
室
に
て
第
十
六
回
通
常
総
会
を

開
催
し
、
部
員
三
八
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

藤
岡
支
部
長
の
挨
拶
後
、
高
鶴
秩
父

別
副
町
長
ら
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、

�
崎
哲
美
さ
ん
（
北
新
）
を
議
長
に
選

出
。
役
員
改
選
等
全
四
議
案
が
提
出
さ

れ
、
�
崎
さ
ん
の
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
の

も
と
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
総
会
が
終

了
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
講
演
会
で
は
、
秩
父
別
町

役
場
管
理
栄
養
士
の
赤
松
氏
を
講
師
に

迎
え
、
日
本
人
の
約
六
人
に
一
人
が
抱

え
て
い
る
と
い
う
脂
質
異
常
症
に

つ
い
て
、
食
習
慣
を
見
直
し
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
改
善
さ
せ
る
と

い
っ
た
方
法
等
を
教
え
て
頂
き
、
続
け

て
、
骨
粗
し
ょ
う
症
を
防
ぐ
た
め
の
簡

単
な
動
作
や
「
骨
を
作
る
食
事
」
へ
の

心
掛
け
に
つ
い
て
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

話
の
合
間
に
は
、
部
員
に
質
問
を
投

げ
か
け
た
り
共
に
体
を
動
か
し
た
り
と
、

皆
さ
ん
終
始
楽
し
そ
う
な
様
子
で
、
講

演
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

次
の
方
々
が
新
役
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

支
部
長

我
部
山
真
美
（
北

新
）

副
支
部
長

桃
野
ゆ
み
子
（
穂

栄
）

監

事

向
井

昌
代
（
稲

豊
）

〃

中
西

知
子
（
日
の
出
）

（
敬
称
略
）

女
性
部
秩
父
別
支
部
（
我
部
山
真
美

支
部
長
）
は
三
月
八
日
、
タ
オ
ル
と
リ

ン
グ
プ
ル
の
寄
贈
を
行
い
ま
し
た
。

毎
年
部
員
に
呼
び
か
け
を
行
っ
て
お

り
、
今
年
度
集
め
ら
れ
た
一
四
六
枚
も

の
タ
オ
ル
は
、
我
部
山
支
部
長
（
北
新
）

と
桃
野
ゆ
み
子
副
支
部
長
（
穂
栄
）
が
代

表
し
て
、
町
内
の
認
定
こ
ど
も
園
「
く

る
み
」、
小
学
校
、
中
学
校
、
和
敬
園
、

教
育
委
員
会
へ
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
し
、
ま

た
、
同
様
に
集
め
ら
れ
た
リ
ン
グ
プ
ル

約
一
二
㎏
は
中
学
校
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

受
け
取
っ
て
頂
い
た
各
施
設
か
ら
は

「
毎
年
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
大

切
に
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
」
等
の
お
礼

の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

女
性
部
秩
父
別
支
部
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
（
�
橋
静

恵
会
長
）
は
一
月
二
十
二

日
、
本
所
三
階
中
会
議
室

に
て
ズ
ン
バ
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

今
回
講
師
に
は
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
千
石
な
つ
み
氏
を

お
迎
え
し
、
初
心
者
向
け

の
踊
り
を
教
え
て
頂
き
ま

し
た
。

ズ
ン
バ
と
は
、
ラ
テ
ン

系
の
音
楽
に
合
わ
せ
て
自

由
に
踊
る
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
。
講
師
か
ら

振
り
付
け
の
詳
し
い
解
説
は
無
く
、
見

よ
う
見
ま
ね
で
講
師
の
振
り
を
踊
る
か
、

自
分
な
り
に
楽
し
く
踊
る
と
い
っ
た
も

の
。

第
十
六
回
女
性
部
秩
父
別
支
部

通
常
総
会
並
び
に
講
演
会
開
催

女
性
部
秩
父
別
支
部

タ
オ
ル
と
リ
ン
グ
プ
ル
寄
贈

女性部秩父別支部フレッシュミズ
ズンバ講習会開催

ラテンのリズムで陽気に踊ろう！

体の中も美しく健康に保つため講演をして頂きました

恥ずかしがらず
に

笑顔で楽しく踊
りましょう！

新支部長に選任された我部山真美さん（写真中央、北新）が挨拶

教育委員会へのタオル寄贈の様子
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女
性
部
秩
父
別
支
部

フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ

ズ

全

体

集

会

開

催

皆
さ
ん
は
じ
め
は
ラ
テ
ン
系
の
陽
気

な
音
楽
と
踊
り
に
気
恥
ず
か
し
そ
う
に

し
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
慣
れ
て
く

る
と
体
の
動
き
も
大
き
く
な
り
、
終
始

気
持
ち
良
さ
そ
う
に
汗
を
流
し
て
笑
顔

で
踊
っ
て
い
ま
し
た
。
翌
日
に
は
、
千

石
氏
が
週
一
回
北
竜
町
で
開
催
し
て
い

る
教
室
に
行
く
ほ
ど
、
皆
さ
ん
ズ
ン
バ

に
ハ
マ
っ
た
様
子
で
し
た
。

女
性
部
秩
父
別
支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ

ズ
（
高
橋
静
恵
会
長
）
は
二
月
八
日
、

秩
父
別
温
泉
ゆ
う
＆
ゆ
に
て
全
体
集
会

を
開
催
し
、
会
員
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
度
の
活
動
報
告
や
収
支

決
算
、
次
年
度
の
収
支
予
算
や
活
動
計

画
案
等
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
た
他
、

一
年
の
活
動
を
振
り
返
り
、
次
年
度
の

活
動
内
容
に
つ
い
て
、
よ
り
多
く
の
会

員
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
真
剣
に
話
し
合

い
ま
し
た
。

な
お
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

次
の
方
々
が
新
役
員
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

会

長

合
田

麻
理
（
日
の
出
）

副
会
長

藤
岡

幸
恵
（
稲

豊
）

〃

植
田
麻
沙
子
（
北

新
）

（
敬
称
略
）

女
性
部
秩
父
別
支
部
エ
ル
ダ
ー
（
藤

岡
祐
子
会
長
）
は
二
月
十
二
日
、
会
員

一
五
名
出
席
の
も
と
、
第
二
回
通
常
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
平
成
三
十
年
度
活
動
報

告
等
の
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
、
平

成
三
十
年
度
の
活
動
を
振
り
返
り
、「
次

年
度
も
こ
の
よ
う
に
、
皆
で
楽
し
く
、

和
気
あ
い
あ
い
と
エ
ル
ダ
ー
を
盛
り
上

げ
て
行
き
た
い
」
と
話
し
、
終
始
笑
顔

に
溢
れ
た
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
役
員
改
選
の
結
果
、
次
の

方
々
が
役
員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

会

長

藤
岡

祐
子
（
稲

豊
）

副
会
長

宮
森
百
合
子
（
北

新
）

〃

東

洋
子
（
稲

豊
）

（
敬
称
略
）

昨
年
十
二
月
十
八

日
、
青
年
部
沼
田
支
部

（
岡
田
和
久
支
部
長
）

は
沼
田
町
ま
ち
な
か

ほ
っ
と
タ
ウ
ン
二
階
多

目
的
ホ
ー
ル
に
て
、
第

十
六
回
通
常
総
会
を
開

催
し
、
盟
友
三
五
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

岡
田
支
部
長
挨
拶

後
、
永
年
青
年
部
活
動

に
貢
献
し
た
、
退
任
役

員
・
中
澤
武
彦
さ
ん

（
沼
田
西
部
）
と
、
優

良
部
員
・
丸
山
起
平
さ

ん
（
沼
田
中
部
）
へ
感

謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
栗
中
沼
田
副

町
長
を
は
じ
め
、
多
く

の
方
々
か
ら
ご
祝
辞
を

頂
き
ま
し
た
。

議
長
に
は
、
長
原
慎

司
さ
ん
（
沼
田
中
部
）

を
選
出
。
提
出
さ
れ
た

議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、

第
二
回

女
性
部
秩
父
別
支
部
エ
ル
ダ
ー

通
常
総
会
開
催

第１６回 青年部沼田支部 通常総会開催
鵜野翔太さん（沼田中部）新支部長に選ばれました

会員の参加を増やすため真剣な話し合い

これからも楽し
い活動を皆で進

めて

いきましょう！
カンパ～イ！
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選任された新役員の皆さん
新支部長の岡田久恵さん（写真右、沼田東部西）が挨拶

全
議
案
が
承
認
さ
れ
、
総
会
が
終
了
し

ま
し
た
。

な
お
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

次
の
方
々
が
新
役
員
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

支
部
長

鵜
野

翔
太
（
沼
田
中
部
）

副
支
部
長

林

徳
彰
（

〃

）

理

事

黒
田

直
樹
（

〃

）

〃

土
田

翔
平
（
沼
田
東
部
東
）

〃

中
村

敏
光
（

〃

）

〃

山
岡
凌
太
郎
（
沼
田
東
部
西
）

〃

下
保

裕
樹
（
沼
田
中
部
）

〃

岩
渕

佑
介
（
沼
田
東
部
西
）

代
表
監
事

岡
田

和
久
（

〃

）

監

事

神
田

淳
（
沼
田
中
部
）

（
敬
称
略
）

女
性
部
沼
田
支
部
（
渡
辺
美
佐
恵
支

部
長
）
は
一
月
二
十
九
日
、
沼
田
町
ま

ち
な
か
ほ
っ
と
タ
ウ
ン
二
階
多
目
的

ホ
ー
ル
に
て
、
講
習
会
並
び
に
第
十
六

回
通
常
総
会
を
開
催
し
、
部
員
四
一
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

講
習
会
で
は
、
深
川
市
の
フ
ラ
ワ
ー

サ
ロ
ン
「
ラ
リ
ュ
ー
ヌ
」
よ
り
講
師
を

お
招
き
し
、「
ミ
ニ
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
プ

リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
使
用
し
た
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
は
初
挑
戦
と
い
う
方
も

多
く
い
ま
し
た
が
、
短
い
時
間
を
有
効

に
使
い
、
皆
さ
ん
の
個
性
輝
く
素
晴
ら

し
い
作
品
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
細
か
い
作
業
が
多

く
難
し
く
感
じ
た
が
、
ま
た
一
つ
玄
関

先
を
華
や
か
に
で
き
る
も
の
が
増
え
た
」

と
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
、
大
変
好
評
の

様
子
で
し
た
。

通
常
総
会
で
は
、
綱
領
朗
唱
後
、
渡

辺
支
部
長
よ
り
挨
拶
が
さ
れ
、
議
長
に

渡
辺
久
美
子
さ
ん
（
沼
田
東
部
東
）
を

選
出
。
上
程
さ
れ
た
五
議
案
全
て
が
承

認
さ
れ
、
総
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

次
の
方
々
が
新
役
員
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

部

長

岡
田

久
恵
（
沼
田
東
部
西
）

副
部
長

黒
田
こ
ず
え
（
沼
田
中
部
）

理

事

畑
地

瞳
（
沼
田
東
部
東
）

監

事

青
木
美
弥
子
（

〃

）

〃

中
西
め
ぐ
み
（
沼
田
東
部
西
）

第
十
六
回

女
性
部
沼
田
支
部

通
常
総
会
開
催

ミ
ニ
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
の

講
習
会
も
行
い
ま
し
た（写真前列左から）会話を弾ませる谷本眞弓さん（沼田東部東）

と渡辺久美子さん（同） 作業の手はちょっと止まりがち？

感謝状が贈られた丸山起平さん（写真右、沼田中部）

選任された新役員の皆さん
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女
性
部
沼
田
支
部
（
岡
田

久
恵
支
部
長
）
役
員
五
名
は

二
月
八
日
、
沼
田
町
役
場
に

て
女
性
部
員
・
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ズ
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
提

供
頂
い
た
「
ぞ
う
き
ん
用
タ

オ
ル
」
七
十
三
枚
を
寄
贈
し

ま
し
た
。

受
け
取
っ
た
金
平
沼
田
町

長
か
ら
は
「
い
つ
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
事
に

使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
」
と
感

謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

寄
贈
し
た
ぞ
う
き
ん
用
タ

オ
ル
は
和
風
園
や
旭
寿
園
な

ど
の
町
の
施
設
で
使
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

女
性
部
沼
田
支
部
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
（
横
山
真
弓
会
長
）

は
二
月
十
二
日
、
沼
田
町
ま

ち
な
か
ほ
っ
と
タ
ウ
ン
二
階

談
話
室
に
て
会
員
九
名
が
出

席
し
通
常
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

平
成
三
十
年
度
の
活
動
報

告
及
び
収
支
決
算
や
平
成
三

十
一
年
度
計
画
案
が
承
認
さ

れ
、
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
に
よ
り
次
の

方
々
が
新
役
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

会

長

鈴
木
久
美
子
（
沼
田
東
部
東
）

副
会
長

原
田
亜
希
子
（

〃

）

監

事

野
上
亜
希
子
（
沼
田
中
部
）

（
敬
称
略
）

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
は
一
月
二
十
二
日
、

本
所
三
階
大
ホ
ー
ル
に
て
全
職
員
を
対

象
と
し
た
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
ビ

ジ
ネ
ス
等
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
意
識
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
向
上
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
対
策
等
を
図
る

た
め
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
講

師
に
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
等
の
様
々
な
資
格
を
有
し
、
昨

年
の
同
研
修
で
大
変
好
評
だ
っ
た
青
山

夕
香
氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
研
修
で
は
、「
心

の
病
気
に
な
る
可
能
性
は
誰
に
で
も
あ

る
」
と
し
、
仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で

起
こ
り
得
る
様
々
な
ス
ト
レ
ス
の
原
因

と
不
調
時
の
行
動
に
つ
い
て
説
明
。
早

い
段
階
で
の
原
因
や
ス
ト
レ
ス
の
解
消
、

そ
し
て
自
身
や
仲
間
の
理
解
が
重
要
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
研
修
で
は
、
相
手

に
好
感
を
持
た
れ
る
振
る
舞
い
方
や
言

葉
遣
い
を
教
え
て
頂
き
、
休
憩
後
は
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

問
題
に
つ
い
て
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。

昨
今
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
起
こ
っ
た
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
上
の
問
題
や
様
々
な
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
問
題
を
例
に
挙
げ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
問
題
点
や
防
止
策
等
を
職
員
間
で

話
し
合
い
、
防
止
の
た
め
の
知
識
と
危

機
管
理
意
識
の
向
上
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

青
山
氏
の
熱
の
こ
も
っ
た
話
に
職
員

は
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
時
に
感
心
し
た

り
笑
っ
た
り
と
、
短
い
時
間
な
が
ら
も

非
常
に
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

女性部沼田支部
沼田町へぞうきん用タオル寄贈

女性部沼田支部
フレッシュミズ 通常総会開催

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
ビ
ジ
ネ
ス
等
研
修
会
開
催心の健康を保つには自身と仲間の理解も重要

職員全員が考え話し合いました

今年もたくさんの寄贈 「町の施設で有効に使ってください」

より良く、より楽しく活動するために意見を出し合いました

研修会の様子
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区 分 曜 日 営業時間（４月～） 摘 要

事 務 所
秩父別営農販売事務所
（融資経済課窓口含む）

平日 ８：３０～１７：３０ 日曜・祝日は休業致します。

土曜
４月～８月 休 業 ４月から８月まで土曜を休業致します。

９月～１０月 ８：３０～１２：００ 第２・第４土曜は休業致します。

生 産 資 材 店 舗
農 機 車 輌 店 舗

平日 ８：００～１７：００
春・秋の繁忙期間については、
事前にFAX等にてお知らせ致します。

土曜 ８：００～１２：００

日曜・祝日 休 業

貯 金 共 済 窓 口 平日 ９：００～１６：３０ 土曜・日曜は休業致します。

貯 金 A T M

平日 ９：００～１８：００

土曜 ９：００～１７：００

日曜 ９：００～１７：００ 本所（秩父別）のみの営業となります。

祝日 休 業 土曜・日曜と重複する場合も全店舗休業致します。

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド

妹 背 牛

沼 田

平日・土曜 ７：３０～１９：００ 春・秋の繁忙期間については、
事前にFAX等にてお知らせ致します。
※祝日と日曜が重複する場合も休業致します。

祝日 ８：００～１８：００

日曜 休 業

秩 父 別 平日・土日・祝日 ７：００～２０：００

㈱まちづくりぬまた
物産サービスセンター

平日・土日・祝日 ８：３０～１７：３０

ダ・マルシェ 沼田店 平日・土日・祝日 ９：００～１９：００

㈱ ホ ク レ ン 商 事
エーコープ秩父別店

平日・土日・祝日 ９：３０～１９：００ ※毎月１日・１５日は９：００～１９：００営業です。

～～ 営業時間の変更のお知らせ ～～
２０１９年４月１日からの営業時間について、下記の通りお知らせ致します。
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お車のトラブル時にアプリを利用すれば受付窓口へのスムーズな連絡が可能です。

GPS機能で位置情報を送信することができます!11

22 トラブル状況の画像を送信することができます!

突然の「事故」や「故障」など
緊急時に心強いスマホアプリ！！

JAの
自動車共済
加入者向け

33 お車情報を自動送信します!

事故受付

1 受付窓口 JA共済サポートセンター

受付窓口 JA共済事故受付センター

レッカー・ロードサービスの要請

必要な情報をJA共済事故受付センターに送信でき、
迅速な事故受付が可能となります。

※JA共済事故受付センターにトラブル状況の画像を送信することはできません。

※アプリご利用時の通信料は、ご利用者さまのご負担となります。

事故や故障が発生した際には、JA共済サポートセンターまたはJA共済事故受付センターの専門スタッフが
いつでも（24時間365日）対応いたします。ぜひ、お持ちのスマートフォンにアプリをご準備ください。

GPS機能で位置情報を送信することができます!11

22

※ご利用時に事前登録がされていないと、お車情報は
　JA共済サポートセンターに通知されません。

お車情報を自動送信します! ※ご利用時に事前登録がされていないと、お車情報は　JA共済事故受付センターに通知されません。

必要な情報をJA共済サポートセンターに送信でき、迅速に
レッカー・ロードサービスを受けられます!

アプリのダウンロード
無料で

ダウンロード
できます。

※このチラシは「JA共済くるまのミカタ」の概要を説明したものです。詳細につきましては、お近くのJAにお問い合わせください。
※スマートフォン向けアプリのため、フィーチャーフォンの場合はご利用いただけません。また、お使いのスマートフォンの機種・設定等によってはご利用いただけない場合があります。
※本アプリは、JA共済の自動車共済に加入されている方向けに無料提供するものです。
※このチラシに記載している画面はイメージです。実際の画像と異なる場合があります。

交通事情、気象状況等により、対応業者の到着に時間がかかる
場合またはサービスのご提供ができない場合があります。ご利
用者さまのご契約内容・トラブル状況によっては、サービスの
一部または全部がご提供できない場合があります。ご利用者さま
のお使いの機種および設定によっては、位置情報を必要とする
サービスをご利用いただけない場合があります。アプリで提供
されるGPSによる測位結果の位置情報は、利用環境やGPS衛星
の電波状況により、位置が表示されない場合または実際の位置
と誤差が生じる場合があります。詳細はアプリ内の「JA共済
くるまのミカタ」利用規約をご確認ください。

■ ご注意事項

検 索くるまのミカタ

〈 アプリダウンロードはコチラから 〉

※iPhone、iPad、App Storeは米国及び他の国々で登録された
Apple Inc.の商標です。
※「Android」「Google Play」はGoogle Inc.の商標または
登録商標です。
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第２回・第３回の
役員選任推薦会議が
２月２６日開催。役員
候補者推薦書を手渡す
河村五十六委員長
（写真左、沼田・
沼田東部西）

女性部沼田支部の
ミニプリザーブドフラワーアレンジの講習会

（上の写真）順調な仕上がり具合に笑みがこぼれる荒木あけみさん
（写真中央、沼田西部）

（右下の写真）「作品がようやくできました」と綺麗なアレンジメントを
手に微笑む松井美江さん（沼田東部東）

（左下の写真）「可愛いアレンジメントでしょ！」とニッコリ
Vサインの滝口ひとみさん（沼田中部）

１月１７日、第２回
役員報酬審議会が開催
され、岡田聖人委員長
（写真右、沼田・沼田
東部西）から答申書が
手渡されました

青年部妹背牛支部の第３回スノフェスでの１コマ
（上の写真）開催前にまかないでラーメンを食べる皆さん。

どんなに寒くても、仲間と食べる食事はより一層温かくなります
（下の写真）熱々おでんの売り上げも絶好調。

たくさんのお客さんに大忙しの様子でした

北いぶき農協職員組合
の冬期事業で行われた
ハーバリウム講習会。

「妻や子供達に素敵なもの
を贈りたい」と真剣な
様子のJA職員

３月５～７日、
北いぶき３地区で
農機具・自動車等
展示会が開催され、
たくさんの方々に
ご来場頂きました
（写真は沼田地区）
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